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第 24回日本畜産営会北侮道支部大会

(札幌農林学会共催)

(於 北海道大学農学部)

大 止h
z一五三 次 第

般 講 演 時 亥u

第 会 場 1 --1 7 虫o0 --1 2. 2 4 

第 2 会 場 18--33 9. 0 0 --1 2. 1 2 

2. 評 議 貝 会 (畜産学科図書室) 1 2. 3 0 --1 3. 0 0 

3. !f，;公也、 会 (第 T会場) 1 3. 1 5 --1 4. 0 0 

4. I 特 足11 講 演 (第 1会場) 1 4. 0 0 --1 4. 4 5 

n . (第 1会場) 1 4. 4 5 --1 5. 3 0 

5. 懇 親 会 (クラーク会館) 1 6. 0 0 --1 8. 0 0 

第 1会場:四階大講堂

第 2会場:五階中講堂



札幌農林学会特別講演会

(於 北大農学部四階大講堂)

1 家畜の血液型 北大農学部教授 八戸芳夫氏

2 ピー Jレ雑話 サッポロビーノレ郎会長 松山茂助氏

日本畜産学会北侮道支部大会特別講演

(於 北大農学部四階大講堂)

1 英国流ーレデイングの酪農研究所で見たとと左ど

帯広畜産大学教授 鈴木省三氏

2. アメリカの畜産事情を視察して

道酪農草地謀・課長補佐 和田 晴氏
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般講演題目

第 会 場

(予定時刻) (頁〉

呪日 o 1. 乳酸菌末添加によるサイレージの品質、消化本養分回収率及び曙好性K及

ぼす影響について 6 

9. 1 2 

ヲー 2 <1 

9.ちも

9. <1 8 

1 O. 0 0 

1 O. 1 2 

1 O. 2 .:1 

1 O. 3 6 

(北農試草地開発部〉 山下良弘，高野信雄，鈴木慎二郎，

山崎昭夫

2. サイレージ発酵K関する研究 第2. 発酵Kなよぼす要因

(1) pユan七 ~uice量と空気混入率

(道立新得畜試〉 目谷義大

3. サイレージの水分測定法の改良に関する研究

第 1報 トノレエン蒸溜装置の改良について

(道立新得畜試〉 石栗敏機，斉藤恵二

4. サイレージの消化、刑用K関する研究

第 4報予乾が無細切牧草サイレージの品質なよび消化率K及ぼす影響K

ついて

(道立新得畜試〉 石栗敏機，斉藤恵二

5. 牧草サイレージの摂取量、消化率及び第 t胃内発酵産物K及ぼす窒素施肥と

刈取時期の影響

(道立新得畜試〉 和泉康史，西埜 進，小林道臣，

大橋向夫，曾根章夫，塚本達

6. 乳牛の草地型多頭数飼養法忙関する試験

算 1報 サイレージ多給飼養時Kなける濃厚飼料の給与法Kついて

(道立根釧農試) 鳶野保，坂東健，小倉紀美，

青木正一

ス 機械搾乳の難易性陀関する試験

第 1報搾乳性と乳房形質の乳期なよび日内変動

(道立新得畜試〉 塚本達，曾根章夫，西埜進，

和泉康夫，小林道臣，大橋向夫

8. フリーストーノレ・バーンKよる省力管理法K関する試験

第 2報 休息舎内ストーノレの選択状況Kついて

(道立新得畜試〉 曾根章夫，塚本 達，小林道臣，

大橋向夫，西埜進，和泉康史

ゑ 乳用子牛の早期集団放牧育成、法K関する試験

第 1報放牧開始月令の差異がその後の発育K沿よほす影響
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悟，青木正一，蒔田秀夫，吉田

保鳶野

(道立根釧農試〉

1 3 乳用子牛の早先住集団放牧育成法に関する試験

代用乳の給与量の差が発育Kなよぼす影響

(道立根到11農試)吉田 悟，蒔田秀夫，

1 O. 1 O. L1 8 

第 2報

青木正一，

14 

保鳶野

幼令子牛の摂食行動

(帯広音大)

• 1
 

A
1
E
 

1 1. 0 0 

1 5 

永沢博敏，鈴木省三

代用乳の濃度が早期離乳子牛の育成K台よほ、す影響

(道立新得畜試)i 西埜進，和泉康史，大橋向夫，

小林道臣，曾根章夫，塚本達

1 2. 1 1. 1 2 

1 5 子牛育成用乳汁代用飼料陀対するメ甲子オニン補足の効果Kついて1 3. 1 1. 2 4 

勉，森井俊弘栄， J 11崎松岡裕，藤田

初生子牛の消化力の発達K関する研究

(帯広畜大)

1 6 1 4. 11.3 6 

炭水化物の利用性についてE 

村井弘一，朝日田康司，広瀬可恒孝，回、他(北大農)

1 7 子牛の水分代謝陀関する研究1 5. 1 1. L1 8 

広瀬可恒，朝日田康司，藤田浩三，

関根純二郎

水分の七urnover

(北大農〉

町出

輸入カゼインの性状について(カゼイン成分のDis七riもu七ion)

加藤勲，黒須義一，竹田

特陀規模拡大途上の課題

(北海道畜産会): 

1 8 1 6. 1 2. 0口

1 8 

浩(北大酪農研〉

大規模酪農の診断事例1 7. 1 2. 1 2 

早川|晋八

会 場2 第

(頁〉(予定時刻)

20 

左 l

豚に対する時間制限給飼(予報)1 8. 呪o0 

鈴木省三新出陽三，久，内海千樫，(帯広音大〉

20 寒冷期医辛子ける豚舎保温方法の改善Kついて

(北農試畜産部〉

1 9. 9. 1 2 

三島哲夫西部慎三，宮谷内留行，

21 豚の冬期保温方式陀関する研究2 O. 9. 2.-1 

登

肉豚K対する保湿の効果について

泰，首藤新一，阿部

米田裕記，所計暢

一-4一一

糟谷(道立滝川|畜試〉

第 2報



ゑ36 2 1. ランドレースを母体とする 1代雑種の刺用について

L. H， L. W台よびL・Lの比較

(道立滝川音試) 阿部登，米田裕紀，所剰暢，

糟谷泰

(ホクレン) 首藤新一

ゑ 48 2 2. 繁殖豚の管理方法に関する試験

分娩柵為、よび分娩枠5利用による自然、分娩陀ついて

(道立滝川|畜試〉 所計暢

(ホクレン〉 首藤新一

10.0023. 家兎胎児の娩出順序

(北大農) 堤義雄，小栗紀彦，八戸芳夫

1 O. 1 2 2 4. 寒冷曝露の Thyro七ropin放出K及ぼす影響について

(北農試畜産部) 岡田清，柏木甲

1 O. 2 4 2 5. めん羊の季節外繁殖に関する研究

ホJレモン処理による季節外繁殖について

(道立滝川畜試〉 河都知雄，近藤知彦，寵田勝基

22 

23 

24 

25 

25 

1 O. 3 6 2 6. 草食家畜K対するスギナの障害について(予報) 26 

(北農試畜産部〉 今泉英太既早川政市

1 O. 4 8 2 7. 利用目的による草地生産性の差異 U牛乳生産と牛肉生産11 27 

(北大農〉 小竹森司11央，広瀬可恒

11.0028. 牧草の生育陀とも左う de七ergen:七 me七hodfrac七ionsの推移Kついて 27 

(北大農〉 岡本全弘，小林功，上山英一，

朝日田康司，広瀬可恒

11.12 2尻 ホノレスタイン種肥育牛体重測定値の変動について 28 

(帯広音大〕 大村武雄，平野将克，新出陽三，

鈴木省三

1 1. 2 4 3 O. 放牧牛の体重測定法K関する試験 29 

(北農試草地開発部) 鈴木慎二郎，高野信雄，

山下良弘，山崎昭夫

1 1. 3 6 3 1. ヘレフォード種とホノレスタイン種との交雑子牛の発育と肥育について 30 

(道立新得畜試〉 小林道臣，西埜進，和泉康史，

大橋向夫，曾根章夫，塚本達

1 1. 4 8 3 2. 1月ふ化の採卵用ひ左K対する育成中の光線管理，制限給餌が鶏の体重、性

成熟、産卵K台よほす影響について 3 1 

(道立滝川|畜試) 渡辺寛，田中正俊，森寄七徳

1 2. 0 0 3 3. 解化時期の異左る鶏の制限給餌について(予報) 3 1 

(酪農学園大) 市川舜，三上勝.水上昭二
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7 演

会

乳酸菌未添加によるサイレージの品質、消化率、養分回収率及び噌好性に及ほずE

影響について | 

ヒ二d
日要議般

場第

1 

(北農試草地開発部) 0山下良弘，

鈴(木慎二郎，山崎昭夫

草サイレージ調製時陀乳酸菌を添加し、初期の乳酸の生成を増大促進させ、草サイレージK生じがち

左不良醗酵を抑圧して品質の改善を期待する方法は古〈みら研究が左されていた白

わが国Uてないても各種型態の乳酸菌末添加剤が市販され、か左 bの酪農家が使用して

高野信雄

近年Kいた丸

いる現況Kあるロ

以上の点から、市販乳酸菌末を添加した場合の品質、消化率、養分回収率及び、曙好性について無処理

サイレージと比較したn

1)原料草は 1番草でォーチヤードグラス・ラジノクlローパを主体とし、予乾陀よb水分 74 -7  5 

%でノ、ーベスターで収穫したロ ; 

供試サイロは直径1.2 m、高さ 2.4mの内容 2.7m
3
で(、排汁口を有するものであるロサイロ〆16.1K原

料草の O.1 %菌末を同量のサイレージ用糖蜜混合飼料とiともK均-K散布埋草し、サイロ 2は無添加と

両サイロは成人三人で踏圧し、サイロ水蓋を用いて密封加重した白

483.6K9、サイロ 21、482.1K9と差が左かった白

が 5.14、2が 5.25であり、合NVt対する NH3-Nの割合は 12. 5弥と 12. 4婦で差が左〈、総酸量は

1 5.8婦と 14. 8抑制、各有機酸酬についても起が認められ左かったロ

4) 原料とサイレージの消化率は表 1K示したが、両サイロ間では粗蛋白質の消化率がややサイロ t

したロ

PHではサイロ 11ma当り埋草量はサイロヘ'3') 

で高かった口

T D N 

5 8.7 
( 1 0 0 ) 

4 e.2 
(8 2. 1 ) 

4. 8.0 

( 8.1. 8 ) 

乾物中栄養価(例M 

表 f

D 

原料草とサイレ斗ジの消化率と栄養価

組蛋白質

率悌)

6 0.5 

4. 8.10 

4 O. 9 

分区
D C P イ七消率併)イヒY自

6.5 
(.1 0 0 ') 

( 6 5 ) 

3.2 
( 4.9 ) 

-6ー|

5 8. 4 

47.1 

4 8.1 

草

2 

ロ

ロ

料

イ

イ

!原

サ

サ



5) 乾物の回収率はサイロ 1で 81. 0 %、サイロ 2で 81. 9 ~らであった白また両サイレージの採食量

は、サイロ 1で平均 36.2旬、サイロ 2ではる 5.5K9であり相差が認められ古かった白

2 サイレージ発酵に関する研究

第 2 醸酵1fL~、よぼす要因

(1) Pユan七 jui Ce量と空気混入率

(道立新得畜試〕 田谷義大

演者は、 Plan七juiceと醗酵が密接左関係忙あるととを認め、 Greenkillらの報告と一致をみている白

しかし乳酸醗酵を必要とするサイレージ醗酵ではPlan七juiceと同時K酸素が非常陀重要左要因と考え

られる白そとでPユan七juice量と空気混入率以外の要因を同ーにしPlan七juiceと空気混入率差レてよる

厳酵陀どのよう左影響があらわれるかKついて検討したので結果を報告寸るロ

試験方法〉

材料草はオーチヤードグラス主体牧草を用い細断1.2 cm以下とし、高水分区(8 1 q匹〉と中水介区

( 7 3係〉なよび低水分区(<18% )に水分調製し、同-D:M含量を特殊ビニーノレ製サイロ K詰め込み

とれら水分調製男IjIfLサイロ内空気を真空ポンプで 35mmB[J、と.1.5 7lml Rqの吸出処理と密封処理e."vど

し、さらに中水分と低水分には中+水、低+水区(中水分、低水介の材料K高水升と同量の水をスフ。レ

ーし密封処理した区 )liて処理するととKょb言十 11種の空気混入率と plantjuice量の処理すして、恒

温室で熟成後、経時的K開封し 70K~cm の圧力で句ユユ juice を滴出して- 1 .1 .Cで保存後介析に用い

た

分析方法〉

一般成分は常法、 PBはガラス電極PBメータ一、乳酸は Barne七七の改変したBarkerSarnme rs oriの

比色法、 VFAは水蒸気蒸溜法、 plan七juiceは電気抵抗器Kよb各々測定した白

試験結果〉

高水分、中水分、低水分、各々同一 DM含量を詰込んだ条件では、乳酸含量は全般的忙中水分が最も

高く、次で低水介、高水分の順であった白との原因は中水分では空気混入率と plantjuice量の 2要因

が適当陀満されたためと考えられるロ高水分 35伽 B[J区と.15 7lml B[J区ではpユantjuice量陀対する

空気混入率が低いため乳酸菌の活性地羽]制されたととが推察出来、高水介密封区は吸出区より空気混入

率が高いととから plantjuiceの流出量が乳酸醗酵を左右し、処理後約 2週間でも plantjuiceが適量

流出する左らば乳酸菌の活性が強〈走れしたがって後者は前者よ b乳酸含量が高〈左る可能性が噴いロ

一方中水分以下では 35 7lml B[J以下の吸出処理では pユan七juice量K対する空気混入率は十介と考えら

れると句とから叫antjuice量の多いj慣に乳酸含量が高く左るロ又高水分の場合と中水分以下の場合とで

はサイロ内条件がか左 b違うので異った調製法が必要と考えられる 0・一方中水分の中+水区と密封区、

あるいは低水分の低+水区と密封区とでは同一空気混入率であ b左がら、各々前者の乳酸が多いととか

ら中水分以下の水分含量ではpユantjuice量が乳酸酸酔Kは最も重要性が強い白次K中水升K対し低水

分の乳酸含量が低いのは、 pユ.an七juice量が少左いためで、もし中水分と同量流出する左らば乳酸含量

は中水分よ b低水分の方が多<在る。

-7-



3 サイレージの水分測定法の改良に関する研究

第 t報 トノレエン蒸溜装置の改良Kついて

(道立新得畜試〉石栗敏機， o斉藤恵三

サイレージの水分担1]定で一般に用いられている方法は oven法であるが、乾燥中の揮発性成分の損失

左どから蒸溜法が適当で左いかといわれているロ蒸溜法に用いられる蒸溜装置Kは種々左ものがあk

AOACの装置、力l揺式装置、 Fenner、と高野らの装置、畜産試験場資料バr6.112ー 5(1(示めされた装置

左どがある白しかし、 Fennerらの方法を除いては水分受器の容量が 5，.._， 20 ms と小さいため測定に

用いる試料が 10.-209程度で目も bの読みと bからの相対誤差が大きく在るととや均一左サンプリ

ングが困難左点に問題がある白 Fenarは 10 0 m sの水分受器で試料 12 0 ，.._， 1 11 0 9を用いる方法

を開発している白演者らは Fennerの装置に準じた装置を試作して使用したが水分受器の 50 msの目

盛b管でのトノレエンと水との分離が悪るいため使用をあきらめて、あらたを装置を試作し、良好左結果

を得たので報告する口

5 0 0 msの丸底フラスコで上部は 3Yl15の共通スリ合せとし、約 10 0 msの分液ロートと近似

した下部忙コックを有する水介受器と 30 cmのリーピツヒ冷却器を連結させた。

測定方法:良〈細断した試料 10 0 9を丸底フラスコ K入れ、 トノレエン 110 0 m.sを加え、水介受器

Kもトノレエンす満し、それぞれの装置を接続するロ冷却器Uて水を通じてからフラスコをマントノレヒータ

ーで加熱し、 2時間蒸溜するロ冷却器の内壁陀附着した水滴をトルエンで洗い落し、室温まで冷却するロ

水介 50%以上の試料のときは 50 m sのメスフラスコ陀コックを用いて水分をぬき、残bを 50 m.p， 

のビユレツト K導き、水分受器内壁K附着じている水滴をトノレエンで洗い落すロピユレツト内壁の水介

とトノレエンが介離した部介に附着した水滴も洗樵ブラ、ンで‘洗い落すロ 0.0 1 m.sまで容量を読み取れ

水好とする。しかし、ととで、一般のビユレツトは放出容量であるとと、容量を重量K変換する必要が

あるとと、との蒸溜された水升中Kは有機酸、アノレコーノレ、アンモニア等が含くまれているととをどを

考慮、し左ければ左ら左い口ピユレツトは測定前K蒸溜水を一度満して流下させ、ついで測定液を流入す

る口容量を重量K変換するため陀 50 m.sのメスフラスコを秤量し換算するととで解決できる白蒸溜さ

れた水介中K含くまれる物質レてついては割合容易K測定が可能左ととから、とれらを定量して前K測定

した水介含量を補正する。

4 サイレージの消化、利用に関する研究

第 A報予乾が無細切取草サイレージの品質なよび消化率K及ぼす影響Kついて

(道立新得畜試)円百栗敏機，斉藤恵三

省力的左牧草サイレージの調製法として、刈取後、露出切せずKサイロ K詰込む方法が実用化されヲつ

あるロそこで今回は 1日の予乾で水分を調節して中水分サイレージを目どK、予乾が無細切牧草サイレ

ムジの品質、消化率なよび窒素出納K及ぼす影響Kついて、慣行的K調製された乾草とも比較し検討し

た。

1 9 6 7年 6月2日K刈取った草丈 60 cmのテモ、ン一主体のマメ科率 11 %の混播牧草で 10 a当b
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生草収量 1七の牧草を用いた白刈取後、ただちに無添加で小型サイロ(1L 2 x 2. 4 m ) vr 7 0 0 K9詰込
み、高水分サイレ・ージとし、晴天で 3・ 6時間予乾して、中水介サイレージ 1. IIとした白また、乾草

は小堆積法Kょったが、刈取1?3日目:から雨天が続き、収納するまで(![1 0日間す要した白サイロの開

封は9月15日から 2週間なき K行左い、めん羊5頭による消化試験台よび分析に供した白 4

サイレージの化学的品質は高水分サイレージで pB4.7で総酸中酪酸が約 50 OJOを占め、全窒素中ア

ンモニア態窒素の割合も 16.2%と高〈品質が不良であった白中水分サイレージ 1• IIは有機酸組成は

良好と左 b、フリーグ氏の評価で良陀あたるもので、アンモニア態窒素の割合も高水分サイレージのお

以下と左 b、予乾による品質の改善効果がみられたロサイレージでは詰込原料草と比較して、組蛋白質、

粗脂肪、粗繊維、可溶d性窒素の含量が増加し、逆に純蛋白質、可溶無窒素物言可溶性炭水化物は減少し、

と(vr、高水分サイレージの可溶性炭水化物は詰込草のYavr減じた白乾草では原料草K比して、組脂

肪は%に減少し、純蛋白質の滅少はサイレージのそれよ b非常陀少左〈、全窒素Uて対する可溶性窒素

の割合も少をかった白

消化率で A飼料聞に差が左かったのは粗繊維のみで、高水分サイレージの乾物、組蛋白質、粗脂肪ーな

よび可溶無窒素物の消化率が一番高〈、逆に純蛋白質の消化率は負と左 b最低であった。中水介サイレ

ージ I・Eの間では純蛋白質を除き、消化率Uて差は左かった。乾草の消化率は粗脂肪がとく陀低〈、逆

陀、純蛋白質は一番高かったロ

窒素の出車内測定結果では、高水分サイレージが品質不良のため、めん羊の乾物摂取量が少左〈、摂取

窒素量も他の飼料の約九程度しかまかったため、蓄積は負と左れ尿中K排出される割合が最も高か

った白中水分サイレージ 1• IIでは排出される割合が近似し、蓄積は正と左b、乾草は尿中K排出され

る割合が一番少をかった白 e

5 牧草サイレージの摂取量、消化率及び第 1胃内発酵産物に及ぼす窒素施肥と刈取

時期の影響

(道立新得畜試)0知泉康史，西埜 進

小林道臣，大橋向夫，曾根章夫

塚本達

窒素施肥と刈取時期が牧草サイレージの摂取量、消化率、第 1胃内VFA組成及びアンモニア濃度Uて

どのようを影響を及ぼすかを調べる目的で試験を行ったので、その結果を報告する白

試験方法

オーチヤードグラス主体の間l場を窒素施肥区(14KY10 a )と無肥区K分け、それぞれ 6月8日と 6月

2 7日K刈取ム予乾後小型サイロ陀詰込んだ白採食試験は緬羊 8頭を用い 4X 4ラテン万格法( 1期

1 2日)vrよれまた、めん羊 5頭(2頭は第 1胃アイステノレ装着〉を用いて消化試験(予備期 7目、

本期7日)を行った白消化試験終了後、アイステノレ装着羊 Z頭陀ついて第 t胃内 VFA組成、アンモニ

ア濃度の測定を行った己

試験結果

。各サイレージの 1日t頭当bD，M摂取量は無肥区早刈: 7 7 0 [)、遅刈:5 0 8 [)、施肥区早刈
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: 5 9 0 9、遅刈; 6 4 0 9で無肥区早刈が最も摂取量が多〈、遅刈が最も少左かったが、施肥区では

むしろ遅刈の方が摂取量の多い傾向が認められた白しかし、各サイレージ聞は有意で左かった白

2) D M、有機物、 NFE、粗せんいの消化率は早刈が遅刈に比べ高い傾向を示したが、組脂肪には

差が左かった。組蛋白質では無肥区早刈:5虫 3q品、遅刈:5 6.2係、施肥区早刈:7 5. 1 %、遅刈:

6 3.2 9ると早刈、遅刈ともK施肥区が有意K高かった白

ろ〉各サイレージ給与時!rCj:，~ける第 1 胃内 VFA中主在るものをモノレ婦で示すと、酢酸は、無肥区早

刈: 6 3. 6婦、遅刈:6 8. 3婦、施肥区早刈:6 7. 1婦、遅刈:5 2.0%であ b、また、プロピオン酸

はそれぞれ 22.9%、 20.3%、 22.9%、 2ゑ4%で4施肥区遅刈サイレージが他のサイレージに比

べ首酸含量が低〈、プロピオン酸含量が高いのは有意である口さらに、酪酸含量はそれぞれ‘ゑ人主人

5.2、 12.1 %で有意差は認められ左かったロ

めサイレージを 1時間自由採食せしめた後の第 1胃内アンモニア態窒素濃度の経時的推移は各サイ

レージとも同じよう左傾向を示し、サイレージ給与後 6時間目迄のアンモニア態窒素の平均濃度と組蛋

白質摂取量及びDOP摂取量との相関係数はそれぞれ 0.84 3、 O.8 4 6で有意左正の相関が認められ

た白

6 乳牛の草地型多頭数飼養法に関する試験

第 1報 サイレーヅ多給飼養昨忙なける濃厚飼料の給与法Uてついて

(道立キ賜11農試)0鳶野 俣，坂東 健，

小倉紀美，青木正一

目 的:草地酪農地帯忙なける乳牛の 1頭当り産乳量が低い理由のーっとして、濃厚飼料の給与量な

よび給与法が適切で左いととが考えられる。今回は、分娩後初期の高乳量を維持するための濃厚飼料の

給与法を検討する目的で試験す実施した白

方法:8月で下匂から 10月上匂までに介娩した乳牛， 6頭を供試し、分娩後 60日までは同一飼養期

とし、乾草 2K9、サイレージ飽食量を給与し、濃厚飼料は市販配合飼料を用い、最高乳量K達するまで

増給した白 60日以降、比較的能力が高いと思われる牛群 3頭附して、濃厚酬を FOM乳量のま量

給与し、それよりもやリL量が低い牛群5頭陀対してす量の濃厚飼料を給与し、介娩後 23 0自主で試

験したロ飼料の給与量なよび残量は、毎日秤量した口分娩後 60日以降 30日どとに乳脂率を測定し、

濃厚飼料は 10日どと!rCFOM乳量K応じて調節した。!体重は、分娩前から 30日どとK測定した白

サイレージの可消化養介含有率は、めん羊による消化試験結果から算出したが、 1例は推定Kょった口

結果: けす給与群になける 1頭 1日当 b乳量は、分娩後 60日むよび 23 0日でそれぞれ 26.3、

1 6. 6匂で、との聞になける持続性は 63. 1婦であった凸同じく、す給与群の 60目、 23 0日花台け

る 1頭 1日当b乳量は 22.7、 12.2K9で、この聞の持続性は 53.7%であった口また、 23 0日まで

の総乳量は、す給与群、4給与群でそれぞれ 5173.3、 41 2ゑ7匂であった白
2) 体重は、両群とも分娩直後から 230日まで著しい変動はみられ左かった白

3) 2 3 0日までの濃厚飼料の給与量は、す給与群、す給与群でそれぞれ 1623.6、 86 6.9匂で

あった口 23 0日までのサイレージの乾物摂取量は、す給与群、す給与群でそれぞれ 196問、 2[J4 3. 3均



で、乾草の乾物摂取量は 16呪 5、 3 1及。 K9であった白

め以上の結果、分娩後初期の高乳量を維持するためKは、濃厚飼料の給与量を慣行よ bもか左 b多

〈する必要性が認められ、またその方が有刺であるととが予想されるロ

7 機械搾乳の難易性に関する試験

第 1報 搾乳性と乳房形質の乳期なよび日内変動

(道立新得畜試)0塚本 達，曾根章夫，

西埜 進，和泉康史，小林道臣，

大橋向夫

目 的:機械搾乳の難易性ltLi>"よほす牛の影響、す左わち搾乳速度、前乳房の乳量比なよび乳房形質

の乳期会よび日内変動を調査した白

方法:供試牛はホノレスタイン種初産牛 12頭を用いた(昭和 42年 5---1 0月までに分娩したもの)白

調査は分娩後 30---210日の聞を、 30日む等間隔で 7回行在った口

搾乳は分房搾乳機(アノレフアラパノレ製〉によって真空度 38 cm H9、毎分の脈動数 39回で行左い、

3 0秒間隔で各分房毎Uて乳量を言十測した白同時に搾乳前後の乳房、乳頭の測定を行在っ1<:'0 1回の調査

は連続5日問、朝、夕搾乳時忙実施し先口

結果:1) 各測定値の乳期内変動を朝搾乳時Kついてみると、 7回の測定値の 0 ・vは搾乳量がお

弘、 30秒当 bの最高流出速度は 8係(乳期内 7回の平均1.94ゆ念。秒)、前乳房の乳量比は 4係(40.6

骨)、平均流出速度、機械搾乳時聞は各々 14係、 1 7 % ( 1. 0 oK:初日秒、 3介 21秒、〉で、乳量陀比

しいずれも小さい値であった白さら忙最高流出速度、前乳房の乳量比の反復度は 0.9以上で、とれらの

乳期内変動は個体聞の差異Uてくらべ極めて小さかった白

2) 乳房測定値の乳期内変動も比較的小さく、朝搾乳前の乳房容積収縮率(搾乳前・後の対比入乳

頭長、乳頭直径の 0・vは各々 7係、 6婦、 4婦であった(乳期内 7回の平均は各々 65婦、 6.74cm、

2. 6 8 cm )口

3) タ搾乳時忙なける各数値の乳期内変動は、前述の朝搾乳時よ bやや大きい治主前乳房の乳量比の

み朝、タ搾乳時の 0・vが等しかった。

め朝、夕搾乳時のとれら各数値の比較を朝搾乳時K対するタ搾乳時の比率で示すと、搾乳量が 76 

%で最も大き左差があふ次いで最高流出速度の 89係であったロ一方、前乳房の乳量比、乳頭長なよ

び乳頭直径は各々 99、 94、 97%で大き左聞きがみられ左かったが、乳房容積収縮率のみが 11 0 

婦で、タ搾乳時の方が大き左値を示したロ
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8 フリーストール・バーンによる省力管理法に関する試験

第 2報 休息舎内ストーノレの選択状況にヲいて

o 
(道立新得畜試〉曾根章夫，塚本 達

小林道臣，大橋尚夫，西埜 進

計泉康史

目 的:前報で冬期間忙なけるフリーストーノレ・パーンの休息舎の牛群分布状況を明らかKした。そ

乙で関連課題として、本報では休息舎のストーノレの選択状況を調べ、その利用性を高め得るストーノレの

形列や配置を知るため試験す実施した白

方法:フリーストーノレ・パーン飼養の約 60頭の乳牛陀ついて、 42年 5月と 4月K連続2回づっ

算 2回の搾乳終了後(1 8時)から約 80 9品以上の牛がストール陀入るまで(2 1時〉の問、ストーノレ

入房牛を 10分どとに記録し、同時に地高1.5 mで舎外 Tか所と舎内 5か所の温度変化を調査した。休

息舎は 21 0 cm. x 1 1 0 cm.のストーノレ 71房ーが対尻複々列式に配列し、東側 2か所が出入口で、 2本の

通路は中央部で横断通路陀よ b連絡している白

結果:カ休息舎内の温度は出λ口附近が常に低《かった口休息舎外と休息舎内の温度差は外気温

が 1O.Cの4月も、-2.Cの5月も 4....... 8 .Cであった。

2) 牛がストーノレK伏臥休息する時刻はる月は 18時から 19時までがピークであったのK対して、

4月は 19時から 20時がピークで約 1時ほど遅れた白また入房する時刻も気温が低いほど早かった白

窓側や出λ口及び横断通路附近のストーノレは牛の入房・が常K遅かったロ

3) ストーノレに出入する牛の頭数は、 1ストール当り 3.口頭であったが出入口に近いストーノレほど牛

の出入は多かったロまた牛が休息するストーノレを決定するまで 1頭当り 3.1回ストーノレを移動するが、

その経路は同列のストーノレを出入口附近から 1房，.......2房ーなき K内部K向って動てする牛が 26.7%で最

も多かった

の 4日聞に同列のストールを選択した牛は 33.9係、通路を隔てた隣の列のストールを選択した牛

は 1呪6%であったが、同ーのストーノレを選択した牛は 4%vr過左かった口

5) 牛がストーノレを選択するため一時的陀ストーノレ陀立入る場合よ b、牛が休息するためK入房寸る

場合の方が、周囲のストーノレの在房密度は高かった白

め 1回以上牛が別用したストーノレは 90 %でストーノレ数に対する収容頭数の比率K一致するが、利

押され左かった 10 %のストールは、出入口直近に限られていた白

9 乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験

第 1報放牧開始月令の差異がその後の発育になよぼす影響

(道立沖地)1¥農試)0蒔田秀夫，吉田 倍

青木正一，鳶野保

早期離乳法が確立し、早期に固形飼料の摂取のみで子牛の育成が可能と在っているロ草地酪農地帯と

しての根到11地方K沿いては、濃厚飼料を節減し、粗飼料を多量K使用した育成法が必要であるので、公
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共育成牧場等Uて台いて良質の粗宮古弾十を最大限刑用する方法として放牧す主とした育成法が考えられる口

離乳前後忙なける放牧開始限界を知る目的で行った。

1 9 6 7年 4月下匂生れの乳用雄子牛 12頭す 5月 1日受入れ(平均体重 46 K9 ) 4頭づっ 5群忙わ

け、 1*・月令放牧開始群、 2カ月令放牧開始群、 3カ月令放牧開始群とし、 1 0月24日(oカ月令〉

まで 2.0aを4区分した基幹草地(テモシ一、オーチヤード、ラデノ混播〕とし、不足介は佑の草地す

聞い延 34 0 aへ輪換昼夜放牧した白その後粗飼料す予乾牧草サイレージ(風乾率 20 ___. 3 0 o/r )のみ

とし、配合飼料す 1日1頭当.b1.0Kc;給与して育成した。翌年の放牧開始は 5月15日から行い、 5月

1 8日から濃厚飼料無給与で 18カ月令まで昼夜輪換放牧育成したロ除角は 13日令vr沿いて可性力日里

棒で、去勢は 4カ月令陀フソレデ、イゾ一無観血去勢器で行った白

離乳は下痢発生のため 58日令でや込遅れ、全頭同時Uて離乳した白受入れ後 6カ月令までの購入飼料

の摂取量は 1頭当り全乳 17.4K9、代用乳 24.0 K9、人工乳前期伊 17. 4 K9、後期伊 40.4旬、育成伊

配合 82.5 K9で、それらの費用は 10， 2 1 5円であった白放牧開始までの乾草摂取量は1.2. 3カ月令放

牧開始群でそれぞれ 1頭当り 6.6、 16. 0、 45. 1 K9で‘あった。刈取給与による生草摂取量は、 Tカ月

令で 2.3&夕、 2.3.4.カ月令でそれぞれ 5.7、 6.5、 8K9であったロ冬期舎飼忙なける 1頭 1日当りの飼

料風乾物摂取量(5日間平均〉は 19 7、 211、 2 6 9、 323、 3 7 9日令でそれぞれ 4.32、5.36、

5. 7 9、 66 6、 5.26 K9で、それらは体重のそれぞれ 2.65、五 15、 2.95、 2.9 7、 2.5 0 9匹、

飼料要求率(日:増体量1IL~;l-して〕は 8.9 4、 7. 9 5、 1 O.人 1ゑ 4、 1 4. 8であった白下痢のため初

期発育の特K劣った子牛争 2.3カ月令放牧開始群からそれぞれ 1頭づっ除いて発育争比較寸ると、1.2. 

5カ月令放牧開始群の 6カ月令体重はそれぞれ 16 2.5、 1 6 8.口、 15 5.4除、 1 8カ月令体重はそ

れぞれ 42 8. 1、44呪 7、 44 4. 1 K，夕、体高はそれぞれ 13 2.3、 1 3 3: 1、 131.6cmであったロ

冬期舎飼時に沿いて粗飼料の品質がや込劣ったため全頭発育はあまり良く左〈、特陀 1カ月令放牧開始

群Uて発育の停滞した子牛が 1頭あった白

以上の結果から、早期離乳し、 2カ月令から放牧開始しでも良好左発育す期待できるととがわかったロ

1 0 乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験

算 2報 代用乳の給与量の差が発育Uてま?よぼ寸影響

(道立根到11農試 i0.吉田 悟，蒔田秀夫

青木正一，鳶野 保

目的

手間子牛の早期放牧育成技術争確立するため陀、晴乳期間中の代伊乳の給与量の差カヰI甫乳期、放牧其日の

発育Uてお、よぼす影響を検討した白

方法

乳照雄子牛(3カ月令で去勢)1 5頭を用い、代用乳少給群(全量 26.6K9)と代用乳多給群(34.0

Kff )の 2群K分けて行在った口試験は生後 15日令よ b開始し、 55日令までを暗手L具)i止し、代用乳の

給与量をかえて日前Lし、人工乳、乾草を自由摂取させ?と白また 58日令よ b4日間、青礼u給与す行い、

6 2日令よ.b1 8 0日令まで昼夜放牧を行在った白放牧は 8月中匂までは 45 aす?牧区Vて介け、 9月
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下匂までは1.8 haを 10牧区防けて輪換放牧を行在外、その後は 2番草刈取後の草地忙放牧したロ

放牧中は 76日令まで人工乳す給与し、その後仕濃厚飼料を 1日 1頭当り 11<..9給与したロ左軒、晴手L期

間中は単飼とし、放牧期間明飼と凶 l 
結果

断L期間中の人工乳の摂取量は少給群、多給群それぞ打 2.6州、 21. 3匂で少給群が多〈、乾草摂

取量仕少給群、多給群それぞれ 11.9&夕、， 11.8K9で差が左かったロ

日:増体量は、晴乳期間では少給群 O.7 2旬、多給群 O.7 51<..9で多給群が僅かに多かった白また、 55 

日令より 1 1 0日令までは少給群0.78K9で、多給群0・0OMと少給群が良好であった白 11 0日令より

1 8 0日令までは少給群 0.86除、多給群 O.9 0 K9で、多給群が僅かに高かったが、放牧期全体では少給

群、多給群それぞれ 0.84匂、 0.761<..9と少給群が高からたロ

1 8 O.日令体重は少給群 183.61¥.，九多給群 176，7l<l.C7で、一体高は少給群 10 4. 9 C7I!、多給群 104.5 

cmでいずれも良好在発育を示していた白

1 1 幼令子牛の摂食行動

I帯広音大) 0永沢博敏，鈴木省三
目 的:放牧時附ける乳牛の行動閥均研究は多!〈左されているが、幼令子牛の発育過程での行

動ゐ詳細哨は山見受け山いロそとで、本研七日牛を早期離乳する際の摂齢、よび反

興行動の発達を調べた。

方顎法:ホノレスタイン種雄子牛4頭争、 1頭づっ飼育昨繋留し、 7週令まで規定量の代用乳す与え

た口スターターなよび乾草、水は自由摂取させた白分析Vて用いたデータは 3-8週令Uてわたって、子牛

の顎の動作をカイモグラフで自動的忙連続記録して得られた白

結果:(1)摂食行動は朝 (6:00-10:00)と汐方 (15:00-19:00)に集中的Uて行

宏われ(6 0係〕、日令が進むVてつれて昼間の、活動も高|まったロ (2)離乳時期(6ー 7週令ivr 1日当 b

飼料摂取量が急増した反面、摂食時間の増長は小さかっ庇(3週令、 175，9/135分/目、 8週令、

2.2 6 19/251分/日入 (3)乾草の摂取量Uては大き在個件:差がみられたが、摂食時間の個体差は相対的

K小さかっ売(8週令、最小 45，9/47分/目、最大 54::，9/135升/日)、また、スターターの摂食時

聞なよび量Kは大差が左かった(8週令、最小 1，933，9Y140介/目、最大 2，300，9/188外/日〕、

(4)飲水は佃件、日令K関係在〈摂食行動に付随して行左iわれた('5 - 1 0回/日)が、飲水量は離乳期

に急増山 6週令、 1.62 0 ，9 /目、 8週令、 46409/日入 (5i矧は 2週令以開始され、

1日の反努時聞は 4週令まで急激に増加した(4週令、 ;36 7分/目、 8週令 47 9分/日〕、 5週令

以降、摂取乾物当 bの反現時聞は個体差左〈一律K砂した(8週令、 20分'/100，9DF)、(服部

回数は日令Kあま b関係左くほ Y一定(1 3-17回/日1)で、深夜から早朝Kかけてもっとも活発であ

ったロまた、 1回の民拐侍続時間台よび食塊数は海世曽以(3週令、 20分/24食塊/目、 8週令、

3.0介/3日食塊/回)、 (7)1食塊の阻しゃ〈時間台収阻しゃく回数は、個体内・個体聞の差があb、

夕方(5日秒〆 65回)と早朝(6 0秒/イ 78回)、台よびスターター摂取量の多い牛(48税/52回〕

ど乾草摂取量の多い牛(6 5秒/78回)の間陀明瞭ぎ差が認められたロ (8)日南乳減量期(5'-6週令)
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Uてはい b、発育、行動左ど全般的Uて発達の停滞がみられ、と〈陀スターター摂食時聞をらびに反 時間

とその回数左どの絶対量が減退したが、離乳完了直前(7週令)vては急速K回復した。 (9)飼料摂取、と

くに乾草の摂取量の多い牛は初期より行動のパターンが安定していた白離乳後(8週令)は個体差はよ

b小さく左れほほ一様の採食なよび反勾パターンを示寸ように在った白

1 2 代用乳の濃度が早期離乳子牛の育成におよぼす影響

(道立新得畜試)0西埜 進，和泉康史

大橋向夫，小林道臣

曾根章夫，塚本 達

早期離乳子牛の餌つけ飼料の摂取、増件名、よび水分の摂取量左どUてなよほ寸代伊乳の濃度の影響す比

較した白寸をわち、代用乳は温湯Uて溶かして、乾物含量寺 10、 15なよび 20チの 5段階とし、各区

について、 (11最初の 5週間は5種類の代用乳溶液のみを与え、 (2)次の 5週間仕餌つけ飼料争与えるとと

もに代用乳溶液量を減少し、 59日令頃K離乳した。 (3)さらUてその後の2週間Vl3外して試験争行在っ

た。各牛争 16日令頃に各区 6頭づっ割当て、粗蛋白質含景 25少の市販スターターを最高 1日2.2K9 

の範囲で給与し、 2番刈のいね科優占乾草を自由K摂取させた白

その結果、代用乳給与期間中の 1日増体量は、 (11o. 5 7 --O. 6 6 K9、(2)o. 8 1 ，_ O. 8 7 K9の範囲で、

各区の聞に有意の差は認められ在かったが、離乳後Uてないて 20チ区が他の 2区よ b少在〈、その差は

有意であったロ代用乳溶液摂取量はいずれの期聞にないても 1日係区が 15 ot区よb、また、 15 9馬区

は20 %区よりも明らか忙多い白しかし、 (11から(3)までの期間Uてないての乾物摂取量は 5区聞に有意差J

は左かった。ただし、離乳後の 20%区が他の 2区よ bスターター摂取量が少をく、乾草摂取量が多か

ったロ水分摂取量は代用乳給与期間vl金いて、 10チ区の(117. 9 7 K9、(2¥7. 4 7K9が最大で、他の 2区

との聞は有意である。との場合、飲水量は代用乳の濃度が高〈在るにつれて多〈在九 20 q馬区は他の

2区より有意であった白しかし、離乳後は両者とも各区の聞は有意で在かった。飼料要求率(増休 1K9 

k要した乾物量〕については、代用乳給与期間中は 5区聞に有意差はをかったが、離乳後は 20係区Uて

有意左影響がみられた白下痢の頻度は(11のある時期の 1口、 20チ区K多かった白との原因わーっとし

て、摂取乾物量当 bの水分摂取量あるいは飲水の温度をどが考えられる。

1 3 子牛育成用乳汁代用飼料に対するメチオニン補足の効果について

(帯広音大) 0藤田 裕，松岡 栄

川崎 勉，森井俊弘

〔目的と方法〕

慣用ミルク・リプレーサーに常用される脱脂粉乳の一部を植物性蛋白質給源で置き換えた場合、なよ

ひ‘植物性飼料主体のカ屯ーフ・スターターを用いる場合に、全乳または脱脂粉乳K対比ーして不足するアミ

ノ酸を補足する ζ とによって、蛋白質の利用率が改善されるかどうかを明らかにするために次の三つの
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実験す行在った白

実験 1:ホノレスタイン雄子牛 6頭す伊い、 うちろ頭陀は脱粉 40少と加熱大豆粉 20 ofを主要蛋白質

源と寸t リプレーサーなよび大豆粕とあまに粕を主要蛋白質源と寸るスターターを給与し、他のろ頭に

は、とれら飼料Uて対して DLーメチオニン 0.3%を添加したものを給与した白それぞれ、 10"""" 4 0日

令忙わたって 3期の消化試験台よび窒素出志向試験す行在い、窒素蓄積率を比較したロ

実験 2:脱粉主体リアレーサーとメチオニン添加大豆粉混用リプレーサーの蛋白質栄養価を比較する

ため、 A).脱粉 60 φ使用、 B入脱粉 4日係一大豆粉 20 %混用、 。). B飼料+メチオニン 0.2

q品、 DJ. B飼料+メチオニン O.3 %の 4種のリプレーサーを調製し、雄子牛 4頭す用い、 4期(1 0 

--4 0日令〕にわたる一連の出納試験をラテン方格法Uてよ b実施した口

実験 3:スタータ-vc対するメチオニン補足の効果宇検討するため、実験 1VC聞いたスターターにメ

チオニン 0.2または 0.3係争添加し、無添加のものす対照としてヰ 5日令離乳後の雄子牛 6頭(2頭 1

組)ltてっき 3処理 5期 (55--80日令〕のラテン方格法による出納試J験を行左った白

〔結果〕

実験 1:.大豆粉混伊リプレーサーに沿いて、可消化窒素Uて対する窒素蓄積率は、対照群:メチオニン

添加群でそれぞれ算 1期(リプレーサー単伊、 10--15日令〉陀は平均 4O. 4 : 5 3. 9係、算 2期

(リプレーサー単印、 1 5..-2 0日令')ltては 4呪9: 60.29匹、第 5期(リプレーサー、スターター併

用、 35--40日令 Jl!lは 44.5 : 6 0.5係と左り、いずれもメチオニン添加によ D窒素蓄積率の向上

が認められた白

実験2: 4種のリプレーサー忙なける窒素消化率は、リプレーサーA : 8呪0、B:7呪5、C.:7呪8、

D: 8 0.5%で、大豆粉混伊リプレーサー(B、口、 D)は脱粉主体の場合ωr比較して若干、消化率
が低下寸るロしかし、可消化窒素に対寸る窒素蓄積率は、 A: 4 8.4、B: 4玖 2、。: 5 6. 8、 D:

5 8.3%であり、また摂取窒素K対する蓄積率は、それぞれ、 43.0、5呪O、 45.2、4 7. 0φ と在

仏大豆粉混用リプレーサーに対するメチオニン O.2 ，._ O. 3φ添加の効果を認め得る。

実験 3: 3種のスターター忙なける可消化窒素忙対する窒素蓄積率は、 A(対照): 4 6. 0、 B(+

メチオニン O.2 % ) : 4 5. 8、。(+メチオニン 0.3係): 4 6.4係で、 3者聞に差す認め左かったロ

1 4 初生子牛の消化力の発達に関する研究

n.炭水化物の刺用性 Uてついて
(北大農) 0池田 孝，村井弘一

朝日田康司，広瀬可恒

目 的:血中還元糖の増減なよび酵素活性の点から比較すると、ぶどう糖、乳糖を除いて、初生時期

の子牛で澱粉の別用性の劣るととが知られている白しかし、別用性の劣る澱粉も、通常の消化試験の結

果では、消化率のか左 b高いととが知られている。そとで、本実験では、この矛盾を解明するために、

炭水化物の主成分としτ、ぶどう糖、乳糖、 (j，-澱粉、ばれいしょ澱粉を添加した 4種の代用乳飼料を

調製し、特K、澱粉の刑用性K重点を置き、 4週令までの消化力を消化試験と血中還元糖量なよび糞中

全 VFA量との関連から検討したロ
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方法:ホノレスタイン種雄子牛8頭を供試し、各群2頭とし 4群に分けた白試験期間は、 1期ー 8日

間で、はじめの 5日聞を予備試験、あとの 5日聞を本試験として、 4其腎ヲった。

結果:1.炭氷化物の消化率は、ぶどう糖、乳糖が非常K良心次いで、 dー澱粉であ久ばれいし

ょ澱粉は良〈左かったロ週令が進むKつれて、消化率の上昇には泊有意差は認められ左かったが、飼料

間Uては、有意差が認められた(pく O.0 1 ) 0 2.血中の還元糖値についてみると、飼料摂取後、ぶどう

糖添加飼料は、 1時間目から 2時間目 V亡、乳糖添加飼料は、 30分目から 1時間目虻最高濃度K達し、

どちらも 5時間後陀は飼料給与前の濃度Kもどった白しかし dー澱粉台よびばれいしょ澱粉では、飼料

摂取後、大き左変化は認められ左かった白 3.1日K糞中陀排池される全VFA量は、ぶどう糖なよび手L

糖添加飼料K由来する全VFA量K比べて、 dー澱粉台よびばれいしょ澱粉添加飼料では、約5倍多く、

週令が進むrつれて増加する傾向を示したロ

1 5 子牛の水分代謝に関する研究

皿.水分の七urnover

(北大農) 広瀬可恒，朝日田康司

。藤田浩三，関根純二郎

目 的 家畜の水分代謝に影響する要因として体液の七urnoverra七eが挙げられ、とれは放射性同位

元素を使用するトレサ一法で測定することができる。そしてとの七山首over を追究するととKょb水分

要求量確立の売めの基礎的資料が得られる。とのよう宏観点からトリチウム水(T 0 H )を用いて乳養

期金主び 46週令の子牛の水分の.七urnoverra加を求め、あわせて水分出入試験を行左つ売。

方法 ホ種雄子牛2頭を供試し、生後 4日令と 8日令vr1 mC iのTOH(滅菌生理的食塩水K溶かし

た)を頚静脈よ b注入し、全体水分量を希釈法Uてより求めた白体内水分の%が更新される時間す左わ

ちBiol屯icalhaユI life (T)2)は注λ後 7日間、毎日一定時間忙採血を行左いAffir立 etal.(1966)

の式Kよb求めた。

~Hの分析は工即位lam(1956)、Springell(1968)の方法を改良して行左い、放射能の測定は北大アイ

ソトープセンターの，"A 1 oka"液体シンチレーシヨンカウンターを使用し?とロ水分出入試験は TOH

注入後 7日間連続して行在った白叉、男I]trr46週令のホ種雄牛2頭を供試し、上記同手法によ b同様の

測定争行左った白

結果 得られた結果は次表の通bであるロ

Anima工 Age BOdyW T.B.W T}1 Wa七er 七urnover 

;16. (days) (K9) (喝) (days) ν24hr mヤ市V/24hr m}右元/24hr

4 50.0 83.3 3.8 7. 62 (7. 42) 1 52 4 Q 5 

2 8 52.0 77.1 4.1 6.76 (6.52) 13 0 348 

5 323 279.0 63.2 4.3 28.37 1 0 1 426 

4 325 276.0 62.9 4.4 26.99 9 7 41 5 

注 ( )は水分出入試験による値を示す
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1. Bioユg土calha工flife (T九)は生時程小さく測定され、乳養期の七umoverの早いことが推察さ

れるが、 1日当 bの水分の七urnoverrateはw_%当 bでみるとほぼ同じ値K在った。

2. 水分出入試験で得られた全水分収得は TOBを用いて得られた値の 96.8土o.4 5 %であった白

1 6 輸入力ゼインの性状について

(カゼイン成分の Dist'ribu七ion) 

(北大酪農研) 0加藤勲，黒須義一，竹田浩

近年輸入カゼインの別用が試みられているが適格左刺用には、その性状を詳しく知る必要があるロ筆

者等は適格左利用の指針と、変性及び相互作用等の基礎的左窃院に資する目的で、本研究陀着手した白

今回は先ず各カゼインの弘前吐butionす主忙して外国から輸入された 5種のカゼインを供試料とし

てpolyacrア工amidogeユを担体とするディスク電気泳動法で調べ、とれを濃度言十で測定した白とれら輸

入カゼインの濃度介布図を酸カゼイン、脱脂乳の濃度分布図と比較すると輸入カゼインは 5つのType

k分けるととができた白

Type 1の中医は酸及び乳酸菌で PBを低下させてカゼインを沈澱させたものと、 Ca塩等で沈澱させ

たカゼインが含まれると考えられ一般に泳動図は酸カゼインと類似していた口 Ca.塩Kよるカゼイン陀つ

いてはさらK明確に寸るためkーカゼイン含量、乳清蛋白質含量左どを追求中である白

Type2は、加熱Uてよ bkーカゼインと乳清蛋白質が相互作用すしているものと考えられるが、また

単に乳清蛋白質が混入しているかどうかは DEAEセハロースクロマトで試験中である白

Type3は、 kーカゼイン区分が著るしく欠けていで濃度計で調べて見るとパラカゼインと思われる

が、他K乳清蛋白質の混在度左ども今検討中である白

1 7 大規模酪農の診断事例

特陀規模拡大途上の課題

(北海道畜産会〕 早川晋八

1 大型酪農VL共通した問題点

最近低刑長期の拡大や補給金制度による乳価の好転によ丸酪農の積極的規模拡大の機運が高ま b、ま

た政策的にも新農村建設の構想、が打出されているロとの際、既存の大型酪農家の現状守分析し、争んで

いる問題点を要約してみる必要があるロす左わち、①大型酪農は新しい態勢のため、その技術体系が未

熟で未確定左介野が多い白その空隙を輸入技術で間K合せている白②経営規模が農家の技術水準や経済

力では消化し切れ左い過大左ものである白③過剰投資K陥b赤字館営に悩んでいる白とれらの溢跨を更

K次表で撹貯と経営別に分けて説明してみよう白
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共通した問題点と原因

問 題 点 原 因

技術 (1) 粗飼料の単位収量は低下し、品質|⑦機械化されて仏大面積に左るほど、適期刈取

も劣るロ | や調整が制約せられる白 ED.粗飼料が単一化
(2) 放牧方式が不統ーである白 |⑦ 多頭飼育撹貯の大き左盲点の一つである口

@放牧の基本技術が理解されず、我流で行われて

いる口

(3) 日常の管理が組雑に左 b易い白 ⑦ 省力管理.の考へ方が先行し、愛畜心を忘れさせ

ている凸

@ 糞尿の処理が遅れて不潔に在る白

は) 冬の生活環境が補生に陥るロ |⑦密閉牛舎の密飼忙より換気不良にがロ

@ 冬期牛群舎外運動の認識が足bをい白

(5) 個体能力が低下するロ |⑦濃厚飼料多給の割合忙乳量が伸び在い白

@個体観察の粗略によb繁殖成績が低下する白

(6) 新らしい施設が消化されてい左いo I '0' }レーズノサズインク等の新施設の特性行め理
解せず実行に移し、後から支障が長きているD

経営 (1) 収益性が低下する白

経済

(2¥ 固定資産投資が過乗1]!rC陥る白

(3) 経営成績が明らかで左いロ

2. 診断農家!rCj;，-，ける問題点

@ 高価左タ1国機械を鮒cr判Uて入れ過ぎている白

⑦ 総資本回転率(粗収益/総資本=1 00係以上〉

が低〈在る白

@ 売上刑益率(純刑益/総収益~ 1 5チ以上〕が

低〈在る白

⑦ 設備投資安全率(固定資産/総資本=1 0 0係

以下)が高〈在る白

@ 固定資産構成率(固定資産/総資本=6 5係以

下〕が高〈左るロ

⑦ 農家が言E録する習慣争身Uてヲけてい左い白

@ 成績を取纏めるよう宏指導が左されてい在いロ

以上述べた共通の問題点が診断農家K沿いてどの様K展開されているか、 2事例について分析してみた白
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第 2 会 場

浮J
1 8 豚に対する時間制限給飼(予報)

(!帯広畜大)白。左 久，内海千樫

目 的:豚の飼事陥合与法としては、制限給飼の方が不断給飼よbも、発育の点ではや込遅れるが、飼

新出陽三，鈴木省三

料要求率が低〈、厚脂忙左 b難い左どの点で有剰とさ判ている。しかし、制限給飼は、個別飼養を行左

わをければ十分左効果す期待でき左いし、毎日飼料を秤量するわずらわしさがあb、実際管理上の難点

を残している白との場合、もし給飼時聞を制限するととによって、給飼量の制限と同じ効果を得られる

とすれば、管理上好都合であろうと考えられるので、給飼時間制限が摂食量・産肉戯責陀むよぼす影響

を知るために、以下の実験を行走った白

方法:供試豚は大ヨーク (o)とランドレース(♀I )の町、同腹の子(めす4、去勢 4)で、飼料

は市販の配合飼料を聞いた白試験豚舎に 1房 T頭ずマ収容し、給調量制限区と給飼時間制限区の 2群

K分けて、前者には、ランドレース用飼料給与標準量を 1日2回陀分与し、後者Kは、十分量を飼槽K

A:h.. 3日分ずつ 1日2回験させた口実験は 59目前平均体重 18. 5削から開始しA 群の平均

体重が川崎越えたととろで屠殺解体した白測定項目は、飼料消費量(1日2回〉、飼育期間中の 7

日毎の体重、屠体重量、屠体の大きさ、脂肪の厚さ、ロース断面積でーある。

結果:(1)摂食量は試験開始 2週間固までは、時間制限区の方が量制限区よ bも少制込ったが、以

後は時間制限区の方が多しその差は平均体重 50 K9 V仁左るまで(肥育前期〉は増加し、以後(肥育後

期〉は逆K減少する傾向があった白 (2)時間制限区の摂食量の個体差は漸次増大し、それにとも在って

体重差が大きくをったの陀対ι、量制限区では体重差が縮少する傾向があったロ・(3)平均体重が 90 K9 
k在るまでに要した日数は、量制限区で 123日、時間制限区で 98日と左久飼料消費量台よび飼料

要求率は量制限区の方が大きかった白 (4)枝肉歩留は犬差左〈、脂肪層の厚さ(3部位平均〉は量制限

区が 2.7cm、時間制限区が 3.2cm、ロース断面積はそれぞれ 17. 3 crff、 14. 7 crffで‘あった口 (5)以上の

結果からみて、個別K飼育する場合は、時間制限給与は量制限給与陀比べて、発育の個体差を大きくす

る傾向があるが、群飼寸る場合は、量制限でも大き左個体差す生ずるととが多く、適当在時間制限法を

採れば、量制限法よりも簡便左飼料給与法問り得る干のと考えられるロ

1 9 寒冷期における豚舎保温方法の改善{こ(ついて

(J七農試畜産部)西部慎三， O宮谷内留行
三島哲夫

演者らは平均気温ー 5.C前後の冬季附ける豚舎の壁面断熱処理と豚舎内外温度差の測定を行い、そ

目 的

の舎内温度は 10時，.....1 4時に最高と左九日時，.....6時が最低と左る一定のパターンがあ b、 0"""6時

の内外温躍は豚舎の保温性を示す指標と左るととを示した。その後との豚舎内外温度差は同一豚舎に
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ないては舎外気温の低い程大きしかっ飼育密度の高い程大きく在るととを測定している白

今回コロニー型豚舎を試作し 2年聞にわたb1 2月，._，3月の各季 4カ月間、豚舎内外温度を測定し、

コロニー翠!豚舎になける、簡易左断熱処理の効果について検討したので報告する白

方法

1年目の試験は軽量コンクリートブロック造のデンマーク式豚舎を対照区とし、 3.24m2の断熱処理

を行わ左いコロニー豚舎vr40m2の放飼場を附設したものを試験区止した白 2年目は同じコロニー豚舎

をビニーノレで隙間風を防ぎ、モミガラで断熱処理を行い、附設放飼場は全面ビニール聞いとしたものを

試験区とした白供試豚は肥育豚を各区 5頭宛供試し、体重約 30 K9-までは 1年目は 25 0 Wの赤外線電

球で給温し、 2年目は 16 0 W保温板ーによって給湿した白

結果

2年間の各月月11の肥育豚の併重がほ Y同様であったので、全試験期間のうち酷寒期の 1月，._， 2月の2

カ月間、最低豚舎内温度と最低舎外気温の日変化をデンマーク式豚舎と対比寸ると(コロニー豚舎最

低舎内温度ーデンマーク式豚舎最低舎内温度〕断熱処理を施さ在い 1年目のコロニー豚舎は 2ヶ月間の

うち 1日を除いては、いずれもデンマーク式豚舎ょ bも低く、平均 3.4.C低かった白とれに対して断熱

処理を施した 2年自のコロニー豚舎は、殆んどがデンマーク式豚舎よ bも高い日変化を示し、平均 1'c 

高かった白

また全試験期間冬季 4カ月の 100時間当りの温度分布すみると、 1年目は対照区の豚舎内温度 5.C

以下 36.8%忙対し、断熱処理を施さ左いコロニー豚舎の試験区は約 60婦が 5'c以下であったロ 2年

目は舎内温全体として高かったが、 10 .C以下の温度はデンマーク式豚舎 66.5係K対し、断熱処理す

施したコロニー豚舎は 4o. 5 otとデンマーク式豚舎よ bも10 .C以下の低温が少〈、良好宏温度升布で

あったロしかし放飼場は泥士化し、豚は暖い放飼場で運動する機会も多く、全期間の発育は温度環境の

改善程効果は左かった白

在主?とれらの測定値から 1，_.. 2月酷寒期の舎外最低気温と舎内最低温度との回帰式す求めたのでとれ

らの結果Uてついても併せて報告す忌白

20 豚の冬期保温方式に関する研究

第 2報 肉豚Uて対寸b保温の効果Uてついて

(道立滝川音試〕糟谷 泰，首藤新一

阿部登，米田裕記，所 計暢

肉豚に対する保温の効果、保温を 301¥9時で廃止した場合〈その後の発育vc会よぼす影響なよび効率的

保温方法について試験を行左ったのでその概要を報告するロ

。試験方法

試験区分は全期保温区{離乳時(生後約 6週〉よ b9 01¥9まで保温する区}、子豚期保温区(離乳時

より 30 K9時まで保温しその後は無給温の区)、対照、区(離乳時よ b9 0 K9まで無給温の区)の 3区で、

試験 1(昭和 41年度)の場合は保温中豚房をビニーノレで囲い、試験1I(昭芳r4 2年度〕では保温箱を

用い、給温器具としては電熱コンクリートマット(2 5 0 W、80 x 1 6 0 cm )を使用したロ
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供試豚は申ヨークシヤーで、各区 4頭群飼とし、飼料給与日量台よび給与方法は豚産肉能力検定の方

法K従った。 一 1 

2) 試験結果 | 

試験 I の場合、保温区の温度は舎内温度附~t.c .b左右手れ、対照区より 3.，.._， 5.".0高いだけで、その

推移もほとんど平行していた白 [ 

試験H忙ないて保温箱内温度は 10..-.20.0で肉豚ゐ適温陀近いものであった。一方対照区は最高

温度でも 3}jVCi1:らi1:vt:hVi 1 0 oc比院は最位度防つ叩月下旬以同の厳寒期

VC 0 OC以下陀在るとともあったロ

発育台よび飼料要求率は表のとなりで、 | 

各地の発育長よび飼料要求率(4頭の平均値〉

試 l験 試 験 E 

品RZ主 所要日数 飼料要求率 品官室 所要日数 飼料要求率

全期保温区 5.68.39 1 0 6.5日 主6146 609.19 93.75日 3.685 

子豚期保温区 55呪5 1 0 7. 0 3.868 5 61.6 102.75 3.962 

対 照 区 565.8 1 1 0.0 5日97 538.4 106.75 4..1-43 

試験Iの場合発育K処理.聞の差があま b見られ左いがド試験Eでは全期保温区は明らか陀他の 2区よ

bすぐれているロとれは試験 I忙なける豚房全体の保温|より、試験Eで行在った保温箱を用いる方法が

すぐれているととを示しているロ飼料要求率では全期保温区は他の2区より低〈、との傾向は発育K差

があまり見られ左かった試験 1Vても認められた。

とれは飼料効率K温度の影響があらわれ易いとと争示[山る白

子豚期保温区は対照、区町比べ発育、飼料要求率とも若|干すぐれているか、ほとんど同じであったとと

すみると保温の効果は保温由のみ陀限られると思われる|ロ

2 1 ランドレースを母体とする一代雑種の問について

L'B、L'W :1""よびじ・ Lの比較 ! 

(i道立滝川崎試 )0阿部 登，米田裕紀
| 所計暢，糟谷泰

(iホクレン) 首藤新一

ランドレースの普及につれてランドレースを母体と寸る F1の生産3利用がをされるように在って来た

が、との場合、交配雄Kどの品種を使うかは非常K重要左問題である白我々はとれまでの試験によ弘

中ヨークジャーなよびパークシヤーは必ずしも適当でなく、ハンプシヤーが適じていることを明らかK

じたが、今回はその後K導入された大ヨークシヤー (w)と前回の試験で優れた断賓を示した1ハンプシ

ヤiー(日〕の各雄豚をランドレース雌K交配して E を生産し、とれらの産肉性を純粋のランドレース

を対照、として比較調査した白

区分は L'H、L.W :1'"よび L'L の 5 区とし、各区~ 2年春 2腹、秋 5腹、 43年春5腹仏.wは2腹)
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合せて 8腹 (L.Wは7腹〕合計 23腹を用いi 各腹から原則として合 2、♀ 2合せて 4頭合計 9.2頭を

供試し、 1腹 4頭を群飼し、豚産肉能力検定飼料をLの検定基準によ b給与して肥育試験を行在った白

1腹 4頭の平均体重が 20 K9時忙試験を開始し、個体毎trL9 0 K9 trL達した日を試験終了とし、その他屠

殺解体筈は豚産肉能力検定の方法陀準じて行在った白

9 0 K9到達日令は L.Bが 17 7日で最も早く、次いで L.W .(1 83日)、 L・L(1 85日〕の順と在

っておサ、試験期間中の 1日平均増体量は L.Bが6.8 0 9で最も優れ、 L.W6559、L.L6589で

あった。飼料の刺用性は 1日平均増体量とほ Y同じ傾向を示し、飼料要求率は L.Bの 3.34が最良で

L.W 3.47、L.L3.4ろであった白

9 0 K9到達後は遂次湯はぎ法によってと殺解体し、と件:trL関寸b形質を調査しtc白と肉歩留は L.B

7 2.9婦、 L.W 7 2.2%、 L.L72.9係で区間忙ほとんど差は認められ宏かったロ枝肉の長さに関

する形質す左わちと体長、背腰長、ロース長は何れも L.Bがやや短かく(と体長 93. 2 cm )、 L.W

(96.3cm)、L. L ( 9 5. 7 cm i聞には差はほとんど左かった口とれとは逆町、と体巾は L.Bが33.3cm 

で最も広〈、 L.W 3 2.6 cm、 L・L 3 2.3 cmであれロース断面積は L.Bが 17 cfftで、最も大きく、

L . W 1 4. 3 c7L L. L 1 6. 2 crfiであった。大割肉片のハムの割合は L.B31.7係、 L.W31.6係

で L・Lの 32.5%ょb若干劣ったが何れも 31係を越えてま;>.!?良好をものであったロ背脂肪層の厚さ

は 5部位平均で L. B 2.7 cm、 L • W 2.9 8cm、 L • L 2.7 4 cmで、 L.Wが他の区より明らかに厚〈

問題点として指摘される白枝肉中の赤肉の割合は L.Bが 5呪 4q匹、 L.W55.5Q匹、 L・L 56.8 % 

で L.Bが他よ b明らかに優れていた白

w二のように、今回の試験の結果からすれば、 L.Bは発育長よび飼料の刑用性Uて台いてやや優れ、
と体形質忙会いても長さがやや短かく、ハムの割合がやや小さいととの他は何れも他より勝b、特K赤

肉割合の多い良好左枝肉を生産してき?九ランドレースを母件-と-t;f;F1刑用忙なける交配雄品種とし

てハンプジャーが大ヨークシヤーよ b優れているととがうかがわれたロ

22 繁殖豚の管理方法に関する試験

分娩柵なよび分娩枠刑用による自然介娩忙ついて

(道立滝川畜試1 所 和暢

(ホクレン〕 首藤新一

目 的:とれまで豚の分娩晴乳管理は、子豚の取 b上げ、暗乳介助左どの夜間労働力を多〈必要とし、

加えてその後圧死を中心とする子豚の事故の多発Kょに繁殖豚多頭化の塩路とをっていた白最近分娩

柵なよび分娩枠3利用による自然分娩(無看護分娩)が圧死率の減少と省力化に有効左ととが認められ、

すでK温暖左地方では実用化の段階K入っているロしかし、北海道の冬期聞は分娩豚舎といえども温度

が夕方から早朝Kかけて極めて低下する。一方分娩直後の子豚は寒冷環境町対する抵抗力が弱しとの

様左冬期間の環境下での自然、分娩では、それ陀適合した利用方策を確立する必要があろうと考えられ忌白

そとでまず夏期の良好走環境下で自然分娩させ、特K分娩直後の子豚の動態を説査し、冬期刑fI3のため

の基礎資料を得ることを目的とした白

方法:8腹の分娩豚を分娩柵、あるいは分娩枠Kて自然分娩させ、娩出から 24時間の動態を内 2
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腹Kついて調査し、さら陀その後の発育と圧死発生状況について同時期K慣行法で分娩させた 10腹と

比較し?と口

結果:娩出直後の新生子豚は大半のものがただちK母豚の腹側乳頭部へと移動するが、到着までの r'，

時閣は娩出された後、全身運動開始までの時聞が短〈、運動の活発左ものほど早く、その移動も直線的

であり、初回の政手Lも 10--30介で終了している白しかし違動の不活発左子豚は母豚の皆部や背部左

どでまわ b道すし到着時間も遅〈、初回吸乳は 50分すすぎる場合があった白初回吸乳後の動態は極め

て不規則で、吸乳、休息、睡眠7をどの動作にまとまりをみせるのは 6--7時聞をすぎてからであったロ

暗温箱の子豚白からの利用は 24時間まで認められず、母豚の腹部を中心K、休息、睡眠していた白 5

週令(離乳時〕の育成率仕 1腹(7 7. 8 )をのぞいて 10 0係で発育も良好であb、 8腹中圧死の発生

は在かった口対照の 10腹の圧死率は 15.4%であった白

以上の結果、北海道の夏期間忙なける、分娩柵訟よび介娩枠別用による自然分娩は、きわめて省力化

され、圧死率も減少寸るととが認められたロしかし分娩された後子豚が暗温箱を白から刺用するのは24

時聞を経過してからであり、冬期間の自然分娩では、との聞に相当の寒冷感作が加わるととが推定され

た口

23 家兎胎児の娩出順序

(北大農〕 堤 義雄， o小栗紀彦

八戸芳夫

本実験の目的は多胎動物である家兎の胎児娩出順序す矢口るととによ b升娩時の子宮の動態を推測する

ととである白介娩直後の家兎産仔はアルビノと有色家兎の識別が可能であり、又家兎は重複子宮の最物

宏ので、子宮内移送は起ら在いと仮定でき忌白我々は左右子宮角からの胎児を識男11し得るように、アノレ

ピノと有色家兎の受精卵十夫々の卵管内vc5311々 忙移植した白即ちアルビノと有色雌家兎す同時lf[donor

として使用し、交尾後 36時聞に生体より卵管す上向性K血清一リングノレ磐量液(含ペニシリン90011_Ug)

で潅流予又は摘出卵管を下向性 lf[ 潜荒して採~[j した。アノレピノ雌家兎からの受精卵は donor と同期化し

た recipierr七の一方の卵管膨大部へ、有色雌家兎からの受精卵はrecipierr七の他方の卵管膨大部へ移植

した口交尾後 9日自に開腹し、。oncep七usの数行E録したロ交尾後 20目よ b体温す測定し、体温が鋭

〈低下し?と自に oxy七ocin5工U静注して、介娩を誘起し観察した白

donor 9 6羽、 recipien七59羽を使用し、採卵数 913個(採卵率 9O. 9 1φ:生体卵管濯流の場

合 88.5 7係、摘出卵管濯流の場合 95.2 8タ〉の内 2~ 1 6細胞期卵(受精率 77. 0 0弥)で形態の

正常と思われる 516個を移植した口 conceptus数(257個)を着床数と仮定すれば着床率は4玖81

チであったロ移植Kよって得られた産仔は 160羽であ_b(分娩に至ってい左い recipient9例を除くロ〉

移植卵K対する割合は 37. 3 0 %、着床数K対する割合は 7ゑ 21係であった白 41例の分娩に於て頭

部ょ b娩出された産仔は 92羽、後肢より娩出された産仔は 1.0 1羽であったロ最初の産仔は胎児数の

多い子宮角から娩出される傾向があ久算 2番目の産仔は最初の産仔が存在していた子宮角の反対側か

ら娩出される傾向があったロ観察した分娩 22回の産仔 14 0羽の内 81羽の産仔がその直前K娩出さ

れた胎児の存在していた子宮角の反対側から生まれ、 37羽の産仔が同じ側の子宮角から生まれたロ
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24 寒冷日暴露のThyrotropin放出に及ぼす影響について

(北農試畜産部〕岡田 清，柏木 甲

寒冷曝露Uてよ b甲状腺示ノレモンの分泌が増大し体熱産生を促進するととは広〈認められてなり甲状腺

ホノレモンが寒冷順化K密接K関与しているものと考えられているロ甲状腺ホルモンの分泌は脳下垂体前

葉中のThyro七ropinltてよ b支配されてなり寒冷曝露Uてよ b当然Thyr的 ropinの放出が増大すると考えら

れる白本試験では寒冷の官lyrO七ropinの介泌K及ぼす影響とその放出機構について検討す行った白

Wis七ar系ラットを用い 25 .cの一定温度で飼育す行った後、 15.C、 8.C、o.Cの各条件下trc1 5 

分から 4週間までの寒冷曝露す行った口血中のTSHはSM系マウスを用いMakenzieの方法Kよb検

定す行った白

血中'11wro七ropinのleveユは 8"t'の室温にλオIて後直ちに上昇し 30介後trcpeak trc達した白との上

昇した血中のThyro七rOpinのleveユは 2時間程持続し売がその後急激に減少し平常値忙復したロ 8'c下

で数週間飼育すると corr七roユ陀比しては高い傾向が認められたがしかし急性曝露ほど著明では左かった白

8.Cの寒冷曝露初期に沿いて脳下垂体前葉中のThyro七rOpin含量は著しい減少す示しcon七rolの791rnU

k比し寒冷曝露後 6時間では 603mUと23.8係の減少す示し、 24時間後では 318rnuと5ゑ 8%の

著しい減少争示した白 1 5 'cのrnildcOldへの曝露も同様忙血中Thyro七ropinのユeveユを上昇させ曝露

後 30介と 2時聞に著しい増加す示し、その後次第に減少し平常値に復した。同様の結果はo'Cの寒冷

曝露に卦いても認められ Thyro七ropinの放出は必ずしも低温下の温度差によらをいととが判明し先口

25  めん羊の季節外繁殖に関する研究

ホルモン処理による季節外繁殖について

(道立滝川畜試:)0河部和雄，近藤知彦

寵田勝基

めん羊陀ないて、繁殖季節以外に、ホノレモン処理す行左う事によって発情す誘起し、交配受胎せしめ

る、いわゆる季節外繁殖については、我が国Uてないてもか左 bの報告争みるととが出来;;ロそれによる

と、人工的に発情す誘起するととは、比較的容易であるが、受胎率の低い事が指摘され、未だ充分実用

化される陀は至っていをい白

我々は、早期離乳羊及び明 2才羊左どす聞い、めん羊の非繁殖期である 4及び 5月K、ホノレモン反既

Kよる季節外繁殖す行在った白また、位腺刺戟ホノレモンの種類及び処理方法についてい若干の検討争

力日え、次の如き結果す得た。

1. 前年の繁殖期K人工授精によって、不妊であった、 3--6才のコリデーノレ種 30頭を用い、 prog-

8S七erone2 5 mg. x 6日の前処理 48時間后K、PMS750 IU(8頭〉、 HCG 250及び 500 IU ( 1 2頭入

APG (羊下垂体抽出GTH) 0.5及び1.0RU(10頭)を投与したととろ、 PMS区では、全頭顕著

左発情徴候を現し、 7頭(8 5 % )が受胎したロ HcG区では、 1口頭 (83.3%)trc微弱発情が認め

られたが、何れも不受胎K終ったロ APG区では、全頭明らか左発情す示し、 4頭(4 0 チ〉が受胎したロ

2. 分娩した母羊は、 2カ月で離乳后、 7--1 5日で発情が発現し、交配の結果何れも受胎した白
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3 年内 2針目的とし、 4......， 5才のコリデ一中日時用い、分娩后2ク同乳蜘ク月の后

に prc:ges七erone 前処理 (25m~x6 日及びデポー剤 [7 5 mr; 2回〉后、 PM8 5 0 0及び 75 0， IU ... 

APG 0.5 RUを投与Lたととろ、 PM8区(1 0頭)ずは、全頭に明らか左発情を認めたが、受胎は

2頭(2日夕)I!L過き汚かったロ APG区(1 0頭)で岸全頭陀発情は認めたが、全部不受胎であったロ

4 処理方法検討の為に 1 0頭のコ・リデーノレ種を用い4pmges七erone I!Lよる前処理を行左わず、

PM  8 5 0 0及び 75 0 IU投与后 16日自に再び PB18す同量投与したととろ、全頭陀明らか左発情

が発現し、 4頭(4 0場〕が受胎した白 1 

5. PM臼の最少投与量及び投与方法の検討の為忙、 昨C包e8七erOne前処理后、 PM8 5 0及び 10 0 

IUす静脈内K投与したととろ、 10 0 IU投与区(5頭)の全頭陀発情が認められ、 1頭(2日係〉

が受胎したロ 50 工U投与区(5頭〕ではろ頭(6 0係1)陀発情が認められたが、何れも不受胎であっ

た白

6. 明 2才のコリデール種?頭争、比較的発育の良好左 14頭(平均体重 48.3K!7i及び発育の中等左も

の5頭(平均体重 42.2刷に区分し、 proge向 r∞e出処理後 P M 8 7 5 0 TUを投与したととろ、

全頭が発情し、発育良好区では全頭が受胎したが、発育 E中等区では 2頭(4 0 % )が受胎した陀過ぎ左

かった白会娩された子羊の生時体重及び母羊のその后の晃育陀は、異常が認められ左かった白

ス 以上の結果か日期献し羊えの応用附未だ検言い剣山休明 2才羊では、実用化の時

性があるものと思われる。

26 草食家畜に対するスギナの障害についτ(予報)

(北長善試畜産部〕 今泉英太郎，早川政市

道南八雲地方忙ないて、乳牛がスギナす採食するとと|陀起因すると思われる、下痢、体重の減少、食

欲の減退、泌乳量の減少、クトージス撃の症状が、約 210年前より認められていた白

ヨーロツパ北部の低湿地帯Uてないて Duwockと呼ぶ」種のスギナ(E. palu8七reL.)を誤食すると食

欲の減退、下痢、体重の減少、流産、血尿症、血色素股症、乳量の低下、乳成分の変化(異常臭、異常

味〕等の症状を呈するといわれ、 1 9 3 6年陀 Gle七等ほとのDuwo叱は乾物中に約 0.95拐のアノレカロ

イド物質す含有していあと報告しているロ | 

北海道K産する数種のスギナのうち、広く介布してバるものは、スギナ (E.a町 enseL. iとイヌスギ

ナ (E.PalU8悦工J.)の二種といわれているが、八雲地方のスギナ中毒様障害牛の発生聞は海K面し

た約 580haI!L及ぶ低湿泥炭地帯の農牧地K限定されている白との地帯のスギナの特徴はE.a四enseL.

のように胞子茎〈シクシ〉と栄養茎(スギナ〉に分・かれず、栄養茎の最上部にツク γの胞子が付二{勺主?，

左形態を有してお、り、栄養茎の長さは、 60 """'9 ocmvc遣するo 定性分析の結果ア Jレカロイドを含有し

ているととが確認され、植物分類学的にもイヌスギナ(瓦pa工ustreL.)であると同定され、ヨーロツパ

北部K産する Duwockと同一種であるととが判明した。!

同地帯のイヌスギナの混生率は野草地が最も多く、生耳で約 20婦を占め、極端左場合、最盛期I!L5 0 

婦近〈繁茂する地帯もあるが、一般K草地の改良が進UI!L従って少左〈左っていく傾向があ b、季節的

には秋期K目立た左〈左る白しかし地下茎は長心地中探<.2 m以上K達する根茎が見られる白

左台、含有力レカロイドの時期別‘部位別定量、動物岩用いての障害の実証等は、試験続行中である白
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2 .7 利用目的による草地生産性の差異

引牛乳生産と牛肉生産"

(北大農) 0小竹森訓央，広瀬可恒

草地を5利用するIf[あた b、どのよう左目的で利用寸るかによって、単位面積あた b草地の生産性が変

って〈るであろうととは当然予想されるととろであるロととでは牛乳生産す目的とした場合と牛肉生産

を目的とした場合とでは、草地生産性陀どのようを差があるかを最終生産物である牛乳と牛肉の生産量

から検討した白

北大農学部付属算2農場(札幌市)忙沿いて昭和 40， 4 1年(放牧方法)、 42年(放牧強度)の

5カ年問、乳牛の放牧試験を行在ったが、放牧強度bよび放牧方法左どが草地生産性に大き〈影響を及

ぼすととが明らか忙され、その単位面積あたb草地からの牛乳生産量 (FCM)は 4.0 7 ，...._ 6. 5 4 t/ha 

であった白一方、ヰは農学部付属牧場(静内町〉にお通いて昭和40年忙蹄耕法Uてよ l?10 haの放牧地

を造成し、その後、牛肉生震を目的としてホノレスタイン去勢牛、代レフォード左どの放牧刑用に供して

いるが、その単位面積あたb草地からの牛肉(枝肉〉生産量は、造成初年目で 0.08 ij，也、 2、 5年目

はともIf[O. 2 2ちも正であった白とれを現在の北海道市乳地帯価格辛子よび枝肉価格争もと陀単位面積あた

bの生産額でみた場合、牛乳生産が 21 ，...._ 3 4万凡/haIf[対して牛肉生産では 2， 3年目草地で僅か

ヲ万円んaにすぎ在い白をな、両草地を用!の観点からその生産性を検討すると、牧養力(延放牧頭数)

は牛乳生産草地が 31O""'_5 6 5頭A 、牛肉生産草地が成牛換算 (500K9)で 450，...._500頭ゐと

ほぼ等ししまた、草生状況からも両草地の聞にはそれほどの差は左かったものと考えられるロ

以上の成績のように、同じよう左草地であ b左がら、牛肉生産を目的とした場合陀は、その単位面積

あた b生産額は牛乳生産の ]1":"Xにとどま久草地生産性が著しく劣るといえよう白従って、草地そ
のものの考え方も生産目的陀応じて変え左ければ左ら左いであろう白今後、刺用目的と草地生産性との

関係す更K究明し、その差異を認識したうえで目的陀即した草地開発が在され左ければ左ら左いものと

思考するロ

28 牧草の生育にともなう detergentmethod fractionsの推移について

(北大農) 0岡本全弘，./J;、林 功

上山英一，朝日田康司，広瀬可恒

慣行の一般分析法陀は組繊維と NFEとの化学的、生物学的左差異が明確で左い事、か左 bの量のリ

グニンが NFE中K含まれる事をどの不合理左点がある白最近Van80e院は組紙維法に代わる植物細胞

膜構成物質を代表する fractionを得るため、 de七ergen七を使用した新た在方式を確立し、植物体を次

の様K分類している白中性のラウ、リノレ硫酸ソーダ溶液可溶部(細胞質〉と不溶部(細胞膜成分 CWC  ) 

とに分類し、さらに CV Cを酸性de七ergen七セチノレトリメチノレアンモニウムブロマイド溶液可溶部と不

溶部(酸性デターヂエント繊維 ADF)とに分類しているロまた ADF残査を硫酸で処理し、との残査

を酸性デターヂエントリグニン (ADL)と呼んでいる白とれら各 frac七iOnが牧草の生育Kつれてど
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の様K変化するかを検討したので、ととに報告する白

方法:供試牧草はオーチヤードグラスとアノレフアルフアである白オーチヤードグラスは生育;ステ-

ジすなって 6回、アノレフアルフアは 5回刈取b、乾燥、粉砕してサンフソレを調製し分析K供したロ

cwcはサンプノレ 19す 3チラウリル硫酸ソーダと EDTA2ソーダの混合液 1日om s中で 1時間

煮沸処理して求め、 ADFは cwc処理を終ったサンフジレを 75msの酸性デターヂエント液(1 N -B2 S 04 ) 

にセチノレトリメチノレアンモニウムブロマイド 2%を溶解したもの)!rC入れ、 1時間煮沸処理後、 ADL

定量後求めた灰介を差し引き求めたロ ADLは ADF処理を終ったサンプノレを 72 % B2 S 04 !rC 3時間

浸し、残査す乾燥、後灰化して灰分す差し引き求めたロま?と一般介析もあわせて行った白

結 果:生育ステージが進むにつれてオーチヤードグラス、アノレフアノレフアとも、組蛋白質、粗脂肪、

粗灰介含量は低下し、 NFE含量Kは一定の傾向が見らわ在かった白しかし、粗紘維含量はオーチヤー

ドグラスでは乾物中で 17.78係から 40.20%!rC、アノレフブノレフアでは 1ろ.92 %から 37. 7 7 ~あ陀

増加したロまた de七erge1iltmethod frac七ions!rCついて見;hは、、 CWcはオーチヤードグラスでは38.929易

から 71.76%VC、アルフアノレフアでは 27. 65%から 53. 4 2弥陀増加し、 ADFはそれぞれ21. 2 2 

%から 43. 5 1弱、 18. 8日係から 42.3 2 %陀増加し、 ADLはそれぞれ1.6 7弱から 6.04q品、 3.73

%から呪 77弥陀増加した白 cwc、ADFの増加パターンは粗繊維の増加ノ》ーンと類似し、オーチ

ヤードグラスの cvc、 AD F含量はアノレフアルフアのそれよ b高〈、 ADL含量では逆陀アノレフアノレ

フアの方が高かった白またオーチヤードグラスの ADL含量は出穏期より開花期の聞に大き〈増加し売 O.

29  ホルスタイン種目F育牛体重測定値の変動について

(帯広音大) 0大村武雄，平野将克

新出陽三，鈴木省三

目 的:牛の肥育忙あたって、併重増加の程度を知るととは、肥育効果を知る上で極めて大切である

が、日々の体重測定値の変動はかをり大きいといわれているので、その実態を知旬、併せて体重推定法

の信頼度す検討する目的で次の調査を行在ったロ

方法:体重 300，.....， 500K9のホノレスタイン種去勢牛 8頭争、運動場付ケネノレストーJレ忙収容し、

定量の肥育飼料と乾草す朝夕 2回給与して肥育を行在った白との肥育期間中の 50日間、毎日午後 5時

K体重を担|庭し、 5日毎K胸囲・体長の狽Ij尺を実施した口

結果:(1)測定体重の変動争、前日の測定値との差で示すと次の通bであったロ

前日の体重との差 例数 % 

。~5 K9 226 57.7 

6 ，._.. 1 0 9 7 2 4.7 

1 1，.....， 1 5 3 2 8.2 

16--20 2 2 5.6 

2 1 ，.....， 1 5 3.8 

392 100 

(2) との対前日体重差 11匂以上の例が 17. 6婦にも達する大き左変動の原因については、糞尿の排准
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-飲水量左どが関与するものと考えられ、飲水量の関係から、温度・湿度の影響す調べたが、湿度K

弱い相関関係が認められるに過ぎ左かった白

(3) 測定値から各牛どとの回帰直線を求め、回帰からの標本標準偏差を計算すると 6.6K9と在ったロ

測定値の 3日間の移動平均をとるじ回帰からの標本標準偏差は 4.3K9VC減じ、両者はか左b接近する

が、在全体重増加と停滞の不規則左週期性の存在を示していた白

(4) フローワイン氏体謝住宏法と、体重・胸囲組合わせ推定法Kよる推定体重争、実測値と比較ナる

と、フローワイン氏法では、誤差の平均値は 24 K9で、推定法としての適用は困難であったが、体重・

胸囲組合わせ法では、誤差す小さくする可能性のあるととす認めた。

30 放牧牛の体重測定法に関する試験

試験目的

(北農試草地開発部) 0鈴木慎二郎，高野信雄

山下良弘，山崎昭夫

家畜の放牧効果す増体重で示すととは広〈行宏われているが、放牧家畜の体重は条件Uてよって短時聞

に大きく変化し、体重測定を適確VC行をうととは左か左か困難であ忌白そとで放牧時の牛の体重測定の

参考K供ナるため、輪換放牧時の時刻別体重変化、絶食bよび降雨と体重変化の関係について試験した白

試験方法

。輪換放牧時の体重変化については 42年夏(7月 24日，_2 8日)、 43年春(6月 10日，_1 2 

日)の 2回、いづれも新しい牧区 K移った直後から次牧区へ移るまで毎日九九 12、 15、 18時

K体重測定す行在い‘あわせて 10分間隔で行動調査も行在った白供試牛はホノレの育成牝牛 12頭で、

とれを放牧強度Uてよって重放牧側、中放牧(M)、軽放牧(Ll陀4頭づっふbわけた。

2) 絶食についての試験は供試牛4頭で、日中良好草地に放牧したものを 18時K舎内にけい留し、飲

水も禁じて、 5時間毎!rC2 4時間、体重、腹囲を測定し、その聞の排糞尿量日議した白

3) 降雨による影響Vてついては供試牛5頭で晴天自に体重視Ij定後、直ちにシャワーによって体表全体陀

撒水して、降雨忙よってぬれた状態、をつく b体重増加す測定した白

詞験結果

1) 4 2年夏の放牧前後の草量はEが 1479K9→ 38 5旬、 Mが 22 0 4"1<!←→1'09"7除、Lが 2526 
h→1891K9で‘あった。全時刻、全頭数の平均体重は 25 3 K9で、との聞の個体別の体重変化の巾は

最低 13. 0旬、最高 34.5 K9、平均 21. 1 K9であった白各個体毎の標準偏差と変異係数の平均値は4.55

旬、 1. 7 8 OJOであった白時期j毎の個体別変異係数の平均値は 6時1.5 0婦、?時1.1 0 (弟、 12時1.86

OJO、 15時 2.12 %、 18時1.4 5 OJOで、 15時と 12時が変異が大きく、朝のうちでは 6時ょ bむし

ろ?時が安定していたロ移牧後日数との関係では 1日自にくらべ2日目以降は各時刻とも前日よ b少左

かった白放牧強度との関係では 4日目の且がやや減少が大きいほかは差はみられ左かったロ

2) 4 3年春の放牧前後の草量は H53 5K9→1 9 0 K，夕、 M859K:タ→44 1 &夕、 L1 5 1 4K9→861 

K9であ勺た。期間平均体重は 207切で、標準偏差の平均は 4.57&夕、 2.2OJOで 42年ょ bやや大きか

ったロ件謹変化の巾は 1日目 6.2悌、 2日目 4.89匹、 5日目 2.8婦で輪換放牧では移牧当日の体重測定
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はか左 b不安定で、日忙ないてとの傾向が大きかった白

3) 絶食と体重減少の関係は 24時間後で当初体重の 88. 5 %陀在ったが、との関係は直線的では左〈、

1 2時間後す左わち 92.3 %までの滅少にくらべ以降はややゆるやかでーあった白腹囲と体重の減少率は

完全に一致した白

4) 撒水陀よっては平均 20呪 1K9の体重のものが 2.3 6除、率忙して1.1 3 %の増加であったロ

3 1 ヘレフォード種とホルスタイン種との交雑子牛の発育と肥育について

目的

(道立新得畜試) Q小林道臣，西埜 進

和泉康史，大橋尚夫

曾根章夫，塚本 達

ヘレフオ←ド種×ホノレスタイン種交雑子牛(以下 BDと略す)5頭(雌 5頭、雄2頭〕と、ホノレスタ

イン種雄子牛(以下 DDと略す)2頭を用いて、 20カ月令までの発育と肥育陀ついての試験を行った。

試験方法

7日令から試験を開始した口開始時の体重は、旦D(♀):43.1K!f: BD(合): 4 6. 8 K9 : D D: 4 5. OK9 

である口

試験期間争、仏)日鮪湖(7 --9 0日令〕、 (B)育成期 (91，...._， 489日令入 (0)肥育期 (490 --6 1 1日)

令)に大別した口

(必はミノレクリプレーサー、カーフスターターなよび乾草で飼養した白 ミルクリプレーサー は35日令室

で給与したロ乾草とカーフスターターは 7日令から給与し、 60日令までは自由採食としたが、それ以

後は(刊で給与した乾草なよび配合飼料ととも陀、 NR0飼養標準(乳用牛:成長牛の雌〕に準じて給与

した白飼料は T週間1tl1回、体重によって補正したロ (0)では、乾草、ビートバノレプなよび配合飼料す給

与し、配合飼料の給与量は体重の1.6 qるまでとしたロ

全期聞を舎飼とし、運動は全期間を通じ、パドック内で約 4時間行った白

試験結果

。BDで♀)、 BD(合)会よび DDの 1日当b増体量は、(必 0.47、0.51、台よび 0.53K9:(日 0.53、
O. 5 5、なよび o.5 3 K9 : (0) O. 9 4、 1. 0 8公よび1.0，日除であった。

2) 1 K9増体に要した TDNは、 HD(♀〉、 HD(♀)台よび DDVCついて、それぞれ ω2.83、2:52 

なよび 251K~ï;(司 5. 1 1、5.24 :;t:，....ょび 5.62阪であった白

3) 体高の実測値なよび増加量は全期間を通じて DDが多かったo~寛巾の増加量は(司では差は左かっ

たが、 (0)では DDが少左かった白腰角巾Kも同様の傾向がみられる。

4) 試験終了時の体重は、 BD (♀): 40 4、BDC合)':436、DD:420匂であ b、ほとんど差は

みられ左かった。

5) と殺前体重に対する枝肉の歩留 bは、 BD (♀) :. 5呪4、BD(合): 58.3:;t:，.，.よび DD: 57.3佑

で、 HDの方が歩留bの高い傾向がみられた。
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6) 枝肉の外観、質ともに大き左差はみられ左かったが、背部皮下脂肪の厚さ、肉色なよび脂肪の質

はわずかに HDの方が良好であったロしかし、 HD、 DDともに脂肪交雑がみられ左かった白

-7)枝肉を総合的に判定した規格では全牛ともに並であったロ

32 1月ふ化の採卵用ひなに対する育成中の光線管理、制限給餌が鶏の体重、性成

熟、産卵におよほす影響について

(道立滝川畜試)渡辺 寛，田中正俊

森崎七徳

1月ふ化の白色レグホーン、台よびロードホーンを用いて、育成期間中の光線管理と制限給餌が、成

成熟、体重、産卵量、飼料摂取量等の経済形質にどの程度影響があるかUてついて調査争行宏っ売。

育成期間中の光線管理は._< 1 0週令までは T日当 JJ1 6時聞の浴光時間争与え、以後逐次浴光時間争

減らし、 20週令時Uて台いて自然、日長時間に移行寸るようにしたロ

制限給餌は、 9週令から 21週令の聞に行左い、制限量は自由給餌事例の 75 qら陀在るように計画し

た。

試験の結果は次のと台りであった白

1 育成率なよび生存率は両処理によってとくに差は認められ左かった白

2. 育成期の光線管理は、体重陀影響をなよぽさをかったが、制限給餌は育成時体重、初産日令時件

重を軽くしたロ

3. 性成熟日令は、制限給餌Uてよって 8.5日~呪 5白骨ぐれたが、光線管理によっては、ほとんど影

響され左かった白しかし制限給餌光線管理の両者す併用した場合は 20.2日，_2 0.4日台くれたロ

4. 産卵は、両処理を併用した場合、最も良〈、とくにロードホーンは白レグK比較して、処理の効

果が大きい傾向が認められたロたに産卵率、生産卵重量とも処理問K有意左差は認められ左かった白

5. 卵重は、両処理を併用した場合最も重かったが、処理問陀有意左差は認められ左かった白た Yし

ロードと白レグの品種聞に有意差が認められたロ

6. 飼料要求率は、光線管理によって低〈在る傾向があった白両品種間Vても有意差が認められたロ

ヱ 育成期の飼料摂取量は、制限給餌Kよって、 1羽あたり1.9 K9'_ 2. 5 K9節減出来売が、産卵期の

飼料摂取量、なよび全期聞の飼料摂取量については、処理問、品種聞ともK特定の傾向は認められをか

った白

3 3 91降化時期の異なる鶏の制限給飼について(予報)

(酪農学園大)0市川 舜，三上 勝

水上昭二

近年鶏Kなける育成管理技術の開発のためK、解化時期による産卵型えの影響、また労力と飼料を節

滅するために種々の制限給飼の方法が試みられている白しかしとれら僻化時期と制限給飼について相互

に検討した資料は極めて少左いロ今回演者等は特に寒冷地の気象条件等が家鶏の生理的機能にもたらす
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影響等を考え、解化時期と制限給飼との関係について資料を得る目的で訟と左い、一昔E結果が得られた

ので報告する。

供試鶏はWL- 8で今回は解化時期が 4月、 5月、 再月、 8月と 9月解化の雛で合計245羽、制限

給飼は量的に標準量の 75タとして育成期聞の 8週令から 21週令まで行左い、以後は不断給飼とした。

管理は平面、立体育雛、バタリー育成から 18週令時K成鶏単飼ケージK移動した。左なデピークは行

在ってい左い。点灯は 14時聞を目安とし先白

試験は 50 0日令まです目標とし、。週から 20週令までの体重の変動と飼料要求率、初産時体重と

成体重、初産日令、初産時卵重と成卵重、育成率、生存率、 Ben-hou倒産卵個数、 Ben-day産卵率と

Haugh uni七等の諸形質について資料を得た白

結果:解化時期別陀bける制限給飼の体重、初産日令等の大要は次の表の通りである白

除区 8 週

4月解イヒ

5月 H

6月 H

8月 H

9月 H

標準区 (8) 689 

75%制限区日 677 

s 

R 

S 

R 

日

R 

s 

R 

区 637 

区 61 4 

区 6 1日

区 626 

区 666 

区 672 

区 606 

区 603 

:>!く(pく 0.05 ) 

:>!く~く( pく 0;0 1 ) 

体

12週末

9 9苧

909 

996:>1く

939 

9 6 1 

909 

839 

799 

928 

909 

重但)
平均初日令) 産日

16週 20週 初産時

1 2怜K 1.461>ド 1 50 0:>1く 1 7 1.7 
1 1 35 1365 1 4 '1 5 1 7五2

1 2主体 1 381 1 4 8 1 1 73.3 

1 1 7 1 1 421 1 502 1 7 6.2 

1 41 4 1 3 4 0 1 68.1 

1 133 1349 1 295 1 75:4 

10F  
1 377 斗Cf三 15 8~く 1 66.0:>1く

1 0 1 2 7 1 1 429 1 79.0 

1 2115 1 45宇K 1 588:>1く 1 5 7. 7 

1 1 97 1 356 1 5 07 1 6 0.0 
一一一一ー ーー一一ーL_

平産均卵初重

(9) 

46.9 

46.4 

47.2-::tく

49.5 

4 5.8 

4 6.4 

4 5.6:>1く

47.8 

4五3

44.3 

即ち、育成期陀制限給飼を行左うと一般陀成長が台〈れ体重は減少し、との傾向は一部K初産時体重宝

で認められた口また騨化時期別陀みると 4月騨化で制限区と標準区との間ttLPく O.0 1の有意の差が示

されたが、 5月解化ではや L差は減少し、る月解化陀在ると有意差が認められ左〈左ったロしかし 8月、

9月牌化陀M と再び両区同意差棉められた白初注目今については 4月、 5月、 6月解化で幾分制

限区が卦くれたが、有意差は認められ?をいロしかし 8'月解化K在ると有意と左b( pく 0.05 )制限区

がなそく在った白また初産卵重は制限区が各牌化時期Vてないて標準区ょ bまさム 5月と 8月解化では

有意(pく O.{) 5 )と在った白同様K産卵率、 Baugh!uni t育成率等についても考察する白
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特 J3lj 議 演

(第 会 場)

午後 2時，..._3時 3 0分

1 英国流ーレデイングの酪農研究所で見たことなど

帯広畜大教授ー鈴木省三

一昨年から昨年秋陀かけて 1年問、文部省在外研究員として事英国レデイングの酪農研究所 (NIRD)

陀滞在しましたので、その折、中から見、また感じた英国人の研究K対寸る考え方やその研究態度左ど

Vてついて、同国の畜産研究組織告よび Nl，s D，<7J現況を通して申し上げてみプぞいと思います白

T 研究所 との国の農業関係の研究:~r.ì 1931 年にできた農業研究会議( AR りによって統轄さ

れています凸との会議は学識経験者 1"5'--1 8人と関係官庁職員で構成し、主として国の予算から出さ

れる研究費(約 100億円)で運営しま寸白

との会議直轄の研究所は全固に 25カ所あにその他I!L2 2カ所の独立研究所に研究費す配介、大学・

特定研究所にも研究費・奨学金争支給寸る、農業研究の総元締忙をっていま寸ロ

との 47の研究所の中U亡、直接畜産I!L関係あるものでは、草地研究所ヘ傾斜地農業研究所ヘ育種

研究所人家畜生理・栄養研究所 4、獣医研究所2、酪農研究所 2、家禽研究所2左どが含まれていま

寸。 N1 R Dや英国人自慢のDr. B工axterが所長をしているロウェット研究所在ど位、独立研究所

の一つで寸白

NIRDは、形の上ではレデイング大学K属して台りー最高委員会I!Lは大学のスタッフが入っていま

すが、実際の活動はほとんど大学とは関係在〈、独立した研究所のように感じま寸白 330 ha、牛約

5 0 0頭の実験農場を含めて、ニスタッフは 450人、 1 3の部1!L130人の研究員が幹、b、関係研究所

の中ではもっとも大規模在もので寸白

2. 研究の方向 N IR Dのよう左研究所は、その名称からみても応用的研究が主体とみられ、研究

員もそのよう K言っていま寸。しかし、実際I!Lは、牛乳蛋白質の研究・乳腺代謝の生化学的研究のよう

在、かをり突っとん充、基礎的研究者どしどし取り上げま寸白乳房炎の研究左どでは、一面で予防・治療・

発生時期のよう左直ぐにも応用できる試験すするのと並行して、原因探求・細菌学的検索争じっぐりと

進める、落ちついたオーソドックス左研究が多いようでー示。

私の加わっ売、牛の自由採食量についての実」験でも、実験動物を数多〈揃えるよ bはむしろ小数に抑

えて、その代に消化試験、摂食行動・前胃運動の記録、胃内線維消化力・消化管通過速度・算 T胃内

容量・血中 VFA左どの測定を一緒K実施し、いろん在方向からちみつに検討する行き方す取っていま

す。

4. 共同研究 研究所内の部にまたがる共同研究は、か左り自由に、また数多く組まれていますロ例

えば、ミノレクカーの研究では、乳牛管理部と微生物部・機械部との共同で試験計画を立て、また、消化

試験の化学分析は化学部、各部のデーターの統計処理は統計部、という具合で寸。しかし、その協力態

勢は必らずしも円滑Kいっているわけでは左く、分析が遅れて 1年前のサンプノレが研究室の戸棚K一杯
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たまってみたり、統刊にはι実験計画の打合わせが有いのにずーター処理の依頼が多かったり、矛

盾や支障が少左く左いようです白

彼等は拙速よりも、ゆっ<b磨擦左〈改善するのが英国の行き方だと、至って気長に待ちます白

5 施設 とれはと眼す見張るよう左施設はあま b見られません。古い建物、狭い研究室左ど、む'
しろ気の毒に感ずる程。でも彼等はそれほど貧しいとほ思ってい左いようで、研究費の申請を出せば、

他の研究所のテーマとダブら左い限bARCから予算が来るんだと申します。

ただ、有効に使える施設、ほんとう陀必要左器具を、|各自慎重に考えた上で購入十る点、日常の仕事

が無駄宏〈能率的にできるよう左細かい配慮が払われかる点Kは感心します白とれは、長い研究の伝

統と彼等の計画的左生活態度によるものかと考えます白;

6 交流 3 5 Kmのドーパーを越えれば大陸、航生機在ら数時間で-ほとんどのヨーロツパ諸国K行

ける位置で寸から、圏内ばかりでをく国外の研究者が盛んに訪れま寸白窓口はインフオーメーシヨンオ

フイサーで、電話す武器Uて各研究員と連絡をと b左がら、てきぱきと訪客の時間表争つぐり、無駄の左

い見学・討論すさせててれまー示。

研究成果がペーパーに在るKは、 1年から 2年かか手のは普通ですから、との交流が情報交換に果寸

役割は極めて大きいと思いま寸。

ヱ 普及 研究成果の発表は学会や学会誌を通じτ、また概要は研究所年報で発表されま寸が、農
家への普及に直接関係怜ととは全くありませんロ普及の仕事仕専門の普及組織(N A A S )が担当し、

NAAS自体も実験醐や実髄争持って独自の実用的試験争しますロ

直接の普及業務はしませんが、農家の人達の団体が上く見学に来ま寸。まtc、オープン・デイと称す

る所内開放が年K一度ありま寸ロとの工うを時は、研需員は自分の研究十理解してもらうために実忙

熱心に説明します白来訪者も遠慮左〈質問・意見を出ト、オ→プンデイの砕をど、各室とも研究成果す

示したパネノレや実験装置を前にあもらTもとちらで凶ん左デスカツシヨンが聞かれま九

農民の研究忙対寸る理解の深さ、一般の人達の畜産に対寸る関心の深さが、とのよう左研究所の存在

争確り支えているように感じま寸白

2 アメリカの畜産事情を視察して

道酪農草地課課長補佐 和田 晴
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1.支部評議員会

算 1回(5月8日)

第 2回 (8月12日〕

第 5回(1 0月9日〉

2. 日:本畜産学会第 55回大会

昭和 42年度会計報告宏らびUてその承認 日本畜産学会第 55回大

会の準備状況報告、畜産功労者感謝状に関十ふ件

土記感謝状花関する人選、

第 55回大会準備進捗状況報告白.

第 55回大会K関寸る最終報告、

本年度大会開催K関寸る協議

大会委員長大原久友、副委員長広瀬可恒の両教授争中心として開催されました算 55回大会(8月

3 1日， 9月 1B )は帯広畜産大学忙ないて盛大に行われ多大の成果をあげ無事終了い売しまし先日

御協力いただきました関係各位に深〈御礼申し上け.ま寸ロ

左台、本大会Uてお、きまして三田村健太郎、レオポルド・クリユーガー及び沢潤ーの 3.8:.， -対し、日

本畜産学会長及び北海道支部長の連名Uてよる感謝状並び陀記念品が贈呈されました口

3. 支部幹事の交替

支部会計並びに庶務幹事は本年 4月ょ b下記の各氏に交替い?をしました白

会計幹事

庶務幹事

朝日田康司

堤 義雄

-35ー
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4. 昭和 42年度日本畜産学会北海道支部会計報告 ( 4 2. 4. 1 ~ 4 3. 3. 3 1 ) 

収入 288.525円

前年度よ bの繰入れ 193.990 

(内訳)

金

手

般

預

切

一

行

替

替

銀

振

振

現 金

費

2.9 4 9 

7 1. 4 0 0 会

(内訳〉

個人現金

個人振替

賛助現金

賛助振替

会報売上げ 12 0円x7

銀行預金利子

本会よ b の補助

3 5. 6 0 0 

1 2. 8 0 0 

1. 0 0 0 

2 2. 0 0 0 

840 

2.2 9 5 

20，000 

支出

会報及び大会案内印刷代

大会補助費

評議会出席旅費補助

振替手数料

大会開催通知印刷代

通信費及び事務用雑品購入費

会 議費

97，306円

46.800 

20，000 

1 0， 0 0 0 

1. 3 5 0 

2.6 0 0 

1 4， 8 7 6 

1. 6 8 0 

次年度への繰越金

銀行預金

、振替小切手

振替一般

現金

4 3 年度目音大会

準備委員会への貸出し金

1 9 1. 2 1 9円

6 1. 8 6 2 

93.976 

5.9 4 8 

4. 4 3 3 

25.000 
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氏

赤岡

明井

日本畜産学会北海道支部会員名簿

名 主主
記ヨ

(昭和 43年 10月2日現在〉

ム
玄 E至1

橋 本 τ口士= 雄 札幌市南26条西 8丁目 T. (51) 264 8 

板 垣 信 之 札幌市南 6条西 14丁目 '1'. (25) 286 1 

里a 沢 亮 助 札幌市北 1条西22丁目 T. (61)1057 

.三田村 健太郎 札幌市北7条西 6丁目 T. (71) 9737 

中 松 喬=郎 札幌市梧住 26の什 T. (86) 562 9 

両 次回 屈メb、 彦 札幌市真駒内南町 1丁目 3の9 T. (58) 1 983 

『司Eヨ 松 正 信 東京都世田谷区松原町 6丁目 36-8 z 

T.東京(322)6752

正 ム
宮

名 勤務先

A 

修 道庁酪農草地課

正 大樹地区農業改良普及所

阿 部 登 道立滝川畜産試験場

阿 部 光 雄 酪農学園大学獣医科解剖

安 達 博 十勝清水地区農業改良普及所

天 野 昇 策 茅部地区農業改良普及所

朝日

朝日田 康 司 北大農学部畜産学科

昇 十勝農業協同組合連合会

敬
一
一
忠

藤

藤

藤

藤

場

原

海

安

安

安

安

有

荒

浅

厚

東

丙午郎

功

北海道糧食株式会社

酪農学園大学

北海道更別高校

道立滝川畜産試験場

北大農学部酪農科学研究施設

北農試畜産部

道立滝川畜産試験場

夫 十勝支庁経済部

勲 ホクレン農協連合会

広

正史

俊六郎

タロ
同

-37ー

員
言十 7 名

勤務...先司住勾所

r. (2 5) 9 
札幌市北5条西 6丁目{

内線

広尾郡大樹町字双葉町2

滝川市東滝川-73.5 

江知j市西野幌 582

上川|君問背水町南 5条西 1丁目

茅部郡森町字清澄町

帯広市西1条南 9丁目 7

札幌市北?条西 9丁目

小樽市色内 5丁目 5-1

江別市西野幌 582 T.江別2542

河西郡更別村字更別

滝川市字東滝川73 5 

札幌市北9条西9丁目{~・( 71 ) 2 l' 1 1 
内線 2540 

札幌市羊ケ丘 1

滝川市字東滝川 73 5 

帯広市東5条南 9丁'目

札幌市北4条西 1 T'・(24)321 1 



標津郡中標津町字言十根別 174の6

標津郡中標津町

B 

雪印乳業臨言十根別工場

道立根到11農業試験場

力口東

T. 25，.4 標津郡中標津町

札幌市苗穂町 36 

札幌市北3条西 6丁目

中川郡豊頃町字茂岩

D 

雪印乳業技術研究所札幌分室|

E 

豊頃地区農業改良普及所噂|

櫨支庁別海地区農業改良普及所

道立中路)11農業試験場

男

健

隆田

東

キ目

坂

達Æ~ 土

道庁長事業改良課司清藤遠

野付郡引j海村西矧j市街

T_ 9 1 1 1 帯広市稲田町

常呂君悶l子府町

T. 9 1 1 1 帯広市稲田町

4 T 

札幌市北 9条西9、丁目

標津郡中標津町

F 

訓子府地区農業改良普及所[

北大農学部畜産学科

日本配合飼料郎副|路工場

博1皮榎

司博ゐ本榎

帯広畜産大学海重名淵

助幸岡藤

帯広畜産大学裕回

目

藤

藤 道立中賜11農試保

浩回藤

j)ll路市材木町 43 

虻田郡留寿都村

T. 9 1 1 1 帯広市稲田町

上川郡新得町

札幌市北 9条西 9T目

後設庁留寿者目地区農業改良普研

人政原ネ冨

直正家ネ富

帯広畜産大学男1f[1 永ネ冨

道立新得畜産試験場イ乍孝井ネ冨

北大串学部畜産学科
/..:-ー

すす芳リ沢深

G 

十勝針路地区農耕普財

H 

滝川市字東滝川173 5 井 一革 作 道立滝川音産試験場藤

帯広市稲田町帯広畜産大学彦
~ 

女野牒

江別市西野幌 5 8 2 酪害学園大学雄北止田古

紋別市役所農政課紋別地区事業改良普及所行年見伏

山越郡八雲町字熱田

足寄郡足寄町役場内

八雲町営育成牧場稔

雄一房

間

藤

房

後

t

2

4
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斗
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線
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1
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同
口了。，西条o' 

L
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J
L司
」巾幌

f

ー」，不北大農学部畜産学科夫芳戸八

札幌市北5条西 6丁目

札幌市苗穂町 36 

道庁農業経済諒

札幌研究室
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長谷川 寿 一一 東邦ミシイク株式会社 札幌市藤野 4区

橋 立 賢二郎 天塩地区農業改良普及所 天塩町新潟量 h1 0丁目

橋 爪 徳 一一 帯広畜走大学 帯広市稲田町

早 ) 11 政 市 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 T. (8 6 ) _9 1 4 1 

早 ) 11 豆日五 八 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目 畜産会館

林 満 北農事:草地開発部 札幌市羊ク丘 T. (86)9141 

林 広 帯広畜産大学 帯広市稲田町 T. 9 1 1 1 

林 ヲム 道 雪印乳業技術研究所札幌介室 井[幌市苗穂町36 T. (71)3171 

東 原 徹 芽室デカ Jレプ種鶏場 河西郡芽室町

東 山 啓 一一 厚真地区農業改良普及所 勇払君E厚真町京町

平 賀 ~p ぷIlヱ当i、、 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 t

平 間 英 夫 道立上川県試 旭川市永山町 9丁目

平 野 FEEL日コ~ 一 ホクレン北見支所畜産課 北見市北 8条東 1丁目 ~ 2633 2243 2247 

平 尾 厚 司 北遅善試畜産部 札幌市・羊ク丘 T. (86) 9 1 41 

平 沢 τIlこ士ρ7 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川173 5 

平 山 秀 介 道立滝川|畜産試験場 滝川市東滝川173 5 

広 瀬 可 j匡 北大農学部畜産学科 札幌市北9条西9丁目{内線. (71う21 
2539 

北 南 '悟 芽室町差事業・共済組合 河西郡芽室町東 t条 2丁目

本 間 慶 蔵 北大獣医学部 札幌市北18条西 8丁目{，;線(71) 
内 26 1 7 

本 多 信 義 一東川町夢業協同組-合 上川郡東川町西 4号南 7番地

星 野 達 一一 北農試草地開発部 札幌市羊ク丘 t

細 野 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

布ー ) 11 舜 酪農学園大学 江別市西野幌 582 1江別 2541

五十嵐 八 良E 道漁連石狩畜産センター 石狩郡石狩町 T.石狩 13 

五十嵐 義 任 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町

飯 島 信 司 後志支庁畜産係長 倶知安町

池 田 鹿之助 道立中央農業試験場 札幌市真駒内緑町 5丁目緑マンシヨンD203

池 回 孝 北大農学部畜産学科 札幌市-北9条西9丁目

メ寸L 泉 英太郎 北農試畜産部 札幌市ー羊ケ丘 1

入 江 正百九pι 一一 十勝支庁長水産謀 帯広市十勝支庁

石 井 格 帯広畜産大学 帯広市稲田町 T. 9 1 1 1 
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石 井 力 男 北長善試畜産部 札幌市羊ク丘 1

石 栗 敏 機 道立新得畜産該験場 上川郡新得町

石 ) 11 』匿 ヰは獣医学部 札幌市北 18条西9丁目{3:線(71) 2 1 
内 2644 

石 本 北海道酪農開発事業団 札幌市北5条西7丁目 酪農センター

伊 藤 秀 春 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 73 5 

伊 藤 女，..，_. 吉小牧駒沢短大 苫小牧市美園町 1

窄ιuヲ 崎 久 戸ffi 北海道漁業公社農畜産課 札幌市北大通り 7 T. (24) 328 1 '"":"4 

窄ιム」子 崎 薫 北善試畜産部 札幌市羊ケ丘 1

5fiJ 泉 康 史 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

K]勾

寵 回 勝 基 道立滝川|畜産試験場 滝川市宇東滝川173 5 

神 木 寿 雪印乳業札幌研究室 札幌市苗穂町 36番地

神 島 '悟 新東亜交易邸. 札幌市北2条西 4丁目

糟 谷 泰 道立滝川|畜産試験場 滝川市字東滝川|

金 子 幸 司 北長善試車也開発部 札幌市羊ク丘 1 T. (86) 9 1 4 1 

会 子 新 也 岩見沢農業高等学校 岩見、沢市並木町

本自 木 甲 北善試畜産部 札幌市羊ク丘 1

堅 回 彰 北農試畜産音E 札幌市羊ク丘 T. (86) 9 1 4 1 

片 岡 健 、治 北農試草地開発部 1/ 

力日 藤 綾 一一 様似地区長善業改良普及所 様似郡様似町緑町 70 
巴掴

力日 藤 孝 光 プリムローズ牧場 山越郡八雲町字立岩 182 T. 225 4 

力日 藤 幸 ヰ 札幌市白石町川北 786-157

力日 藤 征 照 酪害学園大学 江別市西野幌 58 2 

鋳 重 忠 中川地区農業改良普及所 中川郡中川町中川]21 8 

) 11 端 武 史 道企画部計画算 2謀 札幌市北5条西 6丁目

) 11 上 英 之令 北文書学部 札幌市北9条西9丁目

河 音E 5f[l 雄 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川

岸 回 盛 雄 道庁農務部酪農草地謀 札幌市北5条西 6丁目

岸 i 天Eヨ 司 道立中賜11農業試験場 標津郡中標津町

木 田 一一 良E 北海道酪農開発事業団 札幌市北5条西 7丁目酪農センター

木 下 進 農林省小樽輸出品検査所 小樽市港町 5番 5号合同庁舎 4階

菊 田 稔 美幌町役場 網走郡美幌町

-40-



北 沢 作次郎 帯広畜産大学 帯広市稲田町 T_ 9 1 1.1 

北 誠 栗山地区農業改良普及所 夕張郡栗山町字栗山 32 8 

上 出 *J!! 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川l

菊 士官 彪 北海道愛別高校 上川郡愛別町字本町

菊 地 イ変 彦 雪印乳業邸技術研究所枇幌介室 札幌市苗穂町 36

ヰ木 道 臣 道立新得畜産試験場 上川郡新得町 T.新得 42

林 茂 道立天北長善試天塩支場 天塩郡天塩町南川口

堀 幸 雪印乳業遠湊工場 勇払君陣来町遠浅 40 T.遠浅 201 

島 律 夫 ホクレン畜産部 札幌市北4条西 1丁目 T. (2 4) 321 1 

児 玉 浩 東西産業貿易KK札幌営業所 札幌市北 3条西 7丁目水T.産(ビノレ
23)2471 

松 秀 雄 北海道-酪農検査所苫小牧。駐在所 苫小牧市表町 15の 14 

日胆農業会館胆振生産連内
西 庄 =ロと 十勝支庁経済部農水産課 帯広市東 5条南 9丁目

塩 栄 道立新得畜産劃験場 上川郡新得町

小竹森 ヨ11 央 北大農学部 札幌市北?条西 9丁目

小梁川| 忠 士 農林;省北農試畑作部算作1付研体究系室 河西郡芽室町新生

山 期3 武 酪事学園大学 江別m西野幌 T.江Jji_l2452 
近 藤 邦 広 道庁夢務部酪夢草地謀 木[幌市北5条西 6丁目

近 藤 生日 彦 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝J117.35 

近 藤 敬 治 北大農学部畜産学科 札幌市北9条西 9丁目

河 野 敬三郎 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目 T.(24)0742 

久保田 隆 司 釧路支庁音別地区農業改良普及所 白糠郡音別町役場内

朽 木 太 網走支庁雄武地区農業改良普及所 紋別郡雄武町字本町

工 藤 時 道庁農業改良謀 札幌市北5条西 6丁目 T. (25)9111 

工 藤 規 雄 北大獣医学部 札幌市北 18条西9丁目{t(71〉2111 
内線 2 609 

工 藤 τロと 夫 北農試畜産部 北幌市羊ク丘 t

呈 沢 不二男 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 735

M 

蒔 回 秀 夫 道立井勝~II農業試験場= 標津郡中標津町東 1条南 6丁目

模 田 信 一 明治乳業根室工場 根室市厚床 10 2 2 

真 下 英 全購連札幌支所 札幌市大通_b5 T. (23)6106 

松 回 恵 三井農林斜里製酪工場 斜里郡斜里町朝日町 T.斜里385

松 井 茂 晴 弟子屈地区農業改良普及所 川上郡弟子屈町役場内

松 本 克 調 百甜刃土農事研究訣 帯広市福田町 T. 4 1 0 1 
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ヰu幌花-北4条西7丁目畜産会館
T. (24)0742 

北海道肉牛協会士
口政野松

標津郡中標津町道笠木賜11農業試験場宏村松

T;新得 42上川郡新得町

滝川市東滝川 735

帯広市稲田町

亀田郡亀田町赤川l通 205腕克守鴎也区農業改良普及斯

道立新得畜産試験場 | 

道立新尋畜産試験場町E村松

道立滝川畜産試験場信尾松

帯広畜産大学栄

義兼

岡

沢

松

松

上川郡新得町大義谷目

札幌市北 9条西 9丁目北大農学部畜産学科彦勝河

札幌市北3条西 7寸目 T. (2 2 ) .1 3 6 3 
酪農センター内

天塩郡天塩町南川口 T.天塩 16 4 

北海道酪書検査所彪湊

道立天北長試天塩支場豊山南

T. 9 1 1 1 帯広市稲田町帯広畜産大主主男幹須

札幌市羊ク丘北農試畜産部夫哲島

T. 9 1 1 1 帯広市稲田町帯広畜産大学之弘浦

札幌市北4条西1丁巴ホクレン畜産部輔祐浦

札幌市北9条西 9丁目北大農学部志仁上

T. 9 1 1 1 帯広市稲田町帯広畜産大会学幸正上

苫前郡羽幌町南 7条 1丁目羽幌地区農業改良普及所賢口
口口

枝幸郡浜頓別町

T.9111 帯広市稲田町

滝川市東滝川 735

亀田郡大野町字向野 43渡島支庁渡島畜鶴営指導市

道立天北農業試験場允宣谷

帯広畜産大学勝
炉』

弓コ三
i

l

官 道立滝川畜産試験場輝浩] 11 

良本宮

(86)9141 T 札幌市羊ケ丘北農試草地開発部光昭下宮

帯広市西 1条南 9丁目 7十勝差事業協同組合連合会正邦内宮

札幌市羊ク丘 t北農試畜産部行留宮谷内

札幌市羊ク丘 1

札幌市東月寒

上川郡新得町

T; 9 1 1 1 帯広市稲田町

夕張郡長沼町

T. (86) 91 4 1 札幌市羊ク丘

T. (71}0131 

T. (.7 1 ) 013 1 

札幌市苗穂町 36

札幌市首穂町36
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北事試草地開発部春香沢宮

石狩家畜保健衛生所勇田持

道立新得畜産試験場夫関森
t

森 帯広畜産大学明本

道立中央農業試験場修回森

北差善試畜産部務幸田森
ー
守 サツラク農業協同組合

サツiラク農業協同組合

道雅

健

屋

上村



村 上 馨 帯広畜産大学 帯広了時百田町

村 山 一一 良B 酪農学園大単 江矧j市西野幌 5-82

水 野 直 治 道立農業試験場 夕張郡長沼町

N 
r 

長、 野 昭次郎 十勝記T浦I駒也区農業改良普及所 十勝郡浦幌町字栄町農協内

長 沼 勇 十勝克予帯向申区農業改良普及所 帯広市西5条南 8市役所長事政課内

長 岡 哲 雄 日高支庁拓殖謀 浦河郡浦河町大通 2丁目 t浦河250，.' 

長 尾 保 義 北大第二農場 札幌市北 18条西 7丁目 T. (71)" 0 90 6 

万く 回 イ安 良E 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

中の目 茂 北海道酪書検査所 札幌酪市農北5条西ター7丁内巴
セン T. (22)1363 

中 J 11 忠 昭 道立新得畜産試験場 上川郡新午事了

中 島 実 酪農主主園大学 江別市西野幌 582

中 原 ヨム 士幌農協 河東郡士幌町字士幌西2，..._， 1 5 9 

中 村 義 日本甜薬製糖阻. 帯広市稲田町

中 村 健 ホクレン畜産部 札幌市北4条西 1丁目

中 村 紀 夫 道立滝川畜産試験場z 滝川市字東滝川1735

中曾根 徳 酪農単国大掌 江別市西野幌

イ中 田 勝 夫 十勝家畜保健衛生所 帯広市西 14条南 6丁目

難 被i 直 樹 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川1735

楢 崎 昇 酪農学園大学 江知j市西野幌 582 T.紅足112542

名久井 忠 北農試畑千惜E家畜導入研究室 河西郡芽室町新生

西 書E t慎 一一 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 T. (86)9141 

西 村 允 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 735

西 杭ニ巴 進 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

西 勲 道農業改良課 札幌市北5条西 6丁目

仁 木 良 哉 北大農学部酪農科学研究施設 札幌市北 9条西 9丁巨{内.線(71)2111 
2492 、、

野 村 喬 酪農学園大学 江別市西野幌

沼 田 芳 明 酪農学園大学 " 。
小田切 主Eコ主 朗 札幌酪農業協同組合 札幌市苗穂町 36 

J 11 博 上J1皮庁美溺由区農業改良普及所 中川郡美深町大通北 2丁目

及 J 11 寛 道立新得畜産試験場 上川郡新得町
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• (71) 21 
札幌市北?条西?丁目{

、内線

(86)9141 

北大農学部畜産学科穂育回岡

T 札幌市羊ク丘

北海道酪農検査所幌延駐在所

北農試畜産部清田岡

天塩郡幌延町留萌支庁綜合庁舎内
T. 幌延 42

徳、油田岡

標津郡中標津町道立木賂)11農業試験場美紀
t 、
届

9 1 1 1 T 帯広布稲田町帯広畜産獣医単科斉野

江別布西野|幌 582酪農全学園大堂彦靖小野寺

T. 91 1 1 帯広市稲田町帯広畜産大主主友久原大

T.新得 42上川郡新得町

稚内市大黒町 5丁目

役場内蛇回郡留寿都村

. (7 1 ) 2 
札幌市北9条西 9丁目{内線 2545 

上川郡新得町

帯広市稲田町

上川郡新得町

枝幸郡浜頓即町

上川郡新得町 T.新得 41， 42 

. (71) 2 1 1 1 
札幌市北 11条西10丁目{内線 2576 

留寿都地区農業改良普及所:

道立新得畜産試験場夫向橋大

宗谷支庁農務課
炉ι，
τ了橋大

J忠橋大

北大農主主部畜産主主科

道立新得畜産試験場

帯広畜産大学

道立新得畜産試験場

道立天北農誌

道立新得畜産試験場

彦

治

雄

昭

郎

郎次貞

三

正

昭

武

大久保

森

村

沼

沢

大

大

大

大

太

田

北大農学部第一農場孝村奥

札幌市北 9条西 9丁目北大差与さ挙部畜産主主科彦紀栗

札幌市北 9 条西 9 丁目{~.ば 71 〉 2;;;

~ 2633 2243 2247 

北大事堂部畜産会単科男次杉大

北見7七北8条東1丁目ホクレン北見支所土佳規竹大

札幌市苗穂町 36 

札幌市北5条西 7丁目
酪農センター丙 T. (22) 1363 

標津郡中標津町東 4条北5丁目
根室支庁合同庁舎

札幌市北5条西 6丁目

雪印ヰt海道支社酪農部

北海道酪農検査所中標津駐在所

北海道踏襲検査所

夫

教

峻

辰

義

一戸

、補

民

大

大

大

si 

道事業改良課広家回長

畜産会館内札幌布北 4条西 7丁目北海道畜産会隆III差峨

枝幸郡浜頓別町道立天北農業試験場洋一郎寒河江

滝川市字東滝川 735道立滝川畜産試験場五口昭坂匂

帯広市稲田町帯広畜産大学徹伯佐

札幌市月寒西 2条 6丁目男寿千藤斎

滝川市字東滝川l道立滝川晴産試験場=士
口健藤斎

上川郡新得町

札幌市美園2条 1丁目
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道立新得畜産試験場

雪印種苗KK幸

;患

久

藤

藤

斎

斎



北見市北5条東2丁目

常呂郡端野町

小樽市港町5の 2
• (71)2 

札幌市北 9条西9丁目{
内線

夕張郡長沼町東 6線北1"5号

北見市役所経済部農務課

常呂郡端野町農協試験農場

日本農産工K.K.小樽工場

北大量事堂部畜産単科

治

広

輔

吉

清

義

啓

勇

井

井

本

本

坂

酒

坂

先

道立中央農業試験場允井桜

江別市西野幌酪長基金主園大単彦邦島鮫

(22) 136 3 
(24)3211 

上川郡新得町

-T. 

ロロ-
1
目

γ
町↓
7

1

西
タ
中
断
十
七

一

条

ン

条

首

3
セ

4
¥

植

北

夢

北

布

市

酪

市

牧

幌

幌

小

札

ポ

苫

道立新得畜産試脚易

ヰ悌道酪農検査所

ホクレン畜産部

貢

勇

信野

野

島

佐

笹

笹

(2)3915 T. 酪差事会羊園植苗農場明藤佐

北見市屯田町 61 7 ホクレン北見支所明衡藤佐

帯広市稲田町帯広畜産大単忠邦藤佐

滝川市宇東滝川|道立滝川畜産試験場男芳F藤佐

紋別郡滝上町旭町網走克T注社出区農業安良普及所正藤佐

上川郡新得町道立新得畜産試験場勇司荘

札幌rt北 4条西 1丁目ホクレン畜産部彦
にと~

主主沢

夕張郡由仁町由仁地区農業改良普及所外喜雄辺沢

滝川市東滝川道立滝川畜産試験場昭嘉回沢

札幌市羊ケ丘 t北農試畜産部喜口関

札幌市北 9条西 9丁目北大差事会主部純二郎キ艮関

札幌市北4条西 T丁目ホクレン畜産部也望城赤

上川郡新得町

• (71)2111 
札幌市北 9条西 9丁目{内線 2476 

札幌市南 1条西 7丁目

道立新得畜産試験場

北大農単部

勉

亨次郎

田

~弘、
居

千

島

蔵義回塩

ホ[幌市北 4条西 1丁目ホクレン畜産事業本部新藤首

帯広市稲田町帯広畜産大堂義孝武庄

天塩郡天塩町南川口道立天北農業試験場天塩支場昇石外

江別市西野幌酪農学園大単陽紡出

天塩郡幌延町道酪農検査所幌延駐在所彦英貝須

札幌市羊ク丘北農試畜産部ヲム敏原杉

滝川市東滝川

(71)21 
札幌市 18 条西?丁目{~線 2608 

札幌市北4条西7丁目

道立滝川畜産試験場

北大獣医学部

之

誠

日本

村

杉

杉
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篠 原 照 雄 北大農学部第t農場 ヰ1幌市北11条古61{可品設目iASt〉;;;;
末 方く 保 子 雪印乳業札幌研賓室 札幌市苗穂町 36 f .L-{(~( 7バ1ノ13T』577t 
鈴 木 省 一 帯広畜産大主主 帯広市稲田町 T. 9 1 1. 1 

鈴 木 米 松 北海道酪農検査所 札幌市北4条西7丁目 T. (22)1363 

鈴 i 木 敏 夫 江部乙高校 空生時E、江主E乙町東 12丁目

鈴 木 徳 信 雪印乳業札幌研究室 札幌市首穂町36 

鈴 木 健 一 酪農単園大坐 江別市西野幌 582一

鈴 木 慎二郎 北農試草地開発部 札幌市羊ク丘 1

、清・ 水 弘 北大農学部音産学科
T. (71)2111 

a 札幌市北 9条西 9丁目{内線 2544 

清 水 良 彦 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

新 出 陽 一 帯広畜産大学 帯広市稲田町

曾 キ艮 章 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

Tr 
回 ) 11 潔 夢林技研邸 札幌市明言東 5南 3丁巨

局 橋 武 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川|

両 橋 裕 虫E ホクレン北見支所 北見市北 8条東1丁目

高 石 啓 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川

両 届A... E 臣 道立天北夢業試験場 枝幸郡浜頓別町

高 野 雄 北長善試草地医務部 本[幌市羊ク丘 1 T. (86)9141 

局 野 定 虫E 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目

高 井 久 芳 道庁長事業改良課 札幌市北5条西6丁目 T.(25)9111 

手~ム司a ー- 松 一 pてナ&ー， 酪農学園短大 江別市西野幌 T.江別 2541 

武 回 功 北長善試畜産部 ホl幌市羊ク丘tT. (86) 9141 
武 山 友 彦 十勝中央家畜人工授精所 帯広市西 14条南 10丁目

滝 沢 寛 積 道立中央農業試験場 夕張郡長沼町東 6線北 15号

田 中 勝三郎 日材甘菜製糖臨 帯広市稲田町

田 中 正 俊 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 735

田 中 誠 、冶 道庁畜産課 札幌市北5条西 6丁目

田 中 慎一郎 北海道酪農検査所 札幌市北5条西 7丁目 酪農センター

田 垣 住 雄 酪農学園大学 江別市西野幌

日 辺 女pムー・ 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

谷 日 空知支庁耕地管理課 岩見沢市
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谷 口 隆 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

坪 松 戒 一一 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

± 田 鶴 で口士 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目

塚 本 不二雄 小糸工業(柑札幌営業所 札幌市北 5条東 5丁目岩(2佐3)ピoノレ
T_ (23) 0 46 0 

塚 本 達 道立新得畜産試験場 上川郡新得町 T新得 42

築 野 健 司 長瀬産業邸機械部 札幌市北2条西 7丁目酪農センター内

鶴 見 須賀男 ホクレン稚内畜産事業所 稚内市大黒町 2丁目 宗谷夢業会館

鶴 見 矛リ 司 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川1735

堤 義 雄 北大農主主部 札幌市北 9条西 9丁目{内.線(71〉2541 

者日 築 軍 Y台 猿払地区農業改良普及所 宗谷郡猿払村鬼志別役場内

都 築 善 作 道立滝川畜産試験場 滝川市字粛竜川 735

者E 築 矛リ 夫 札幌大堂 札幌市西岡 243の2

鳶 野 保 道立中脳11長事業試験場 標津郡中標津町東 1条南 6T巳

所 5f[1 暢 道立滝川畜産試験場= 滝川市東滝川 735

U 

植 野 次 郎 明治乳業臨札幌工場 札幌市東札幌 t条 5丁巴

上 山 英 北大量事堂部 札幌市北 9 条西 9 丁目{~.線(71)21 
内 3882

浦 上 清 帯広畜産大堂 帯広育稲田町 T_ 9 1 1 1 

消 端 昭 雄 道魚連石狩畜産センター 石狩君|沼狩町字船場町

牛 島 純 酪農堂園大主主 江別市西野幌 582 T.江別 2541

クτ企13 場 芳U 国 野付郡別海村床丹算1地区

裏 '悦 次 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

W 

芳F 田 j願 行， 道立上川農試畑作科 士別市東山町 99 

5f口 回 輝 明 北海道酪農検査所帯広駐在所 帯広市東5条南 9丁巳

渡 辺 寛 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

渡 辺 正 雄 道立根釧農試 標津郡中標津町

渡 辺 芳 男 北海道酪農開発事業団 札幌市北5条西 7丁目酪夢研修センター

渡 辺 秀 夫 西興部地区農業改良普及所 紋別郡西興部村農協内

渡 ぷロ』 弘 北農試草地開発部 札幌市羊ケ丘 1 T. (86) 914 1 

Y 

箭 原 男 北農試畜産部 札幌市羊ケ丘 t
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(24)1411 T 旭川市宮下通 14丁目上川生産農業協同組ム
連口昼畜産課

ホクレン畜産部

稔田山

札幌市北 4条西 1丁目実口山

畜産会館内札幌市北4条西7丁目北海道営競馬協力会雄盛本山

9 1 1 1 1 帯広市稲田町帯広畜産大主主幸忠下山

T.. (86) 9141 札幌市羊ケ正北農試草地医続部ヲム良下山

室蘭市北海道胆振支庁畜産課夫英内山

標津郡中標津町東9北 T陽隆内山

札幌m北 9条西 9丁目
静内郡静内町駒場

足寄郡足寄町役場内

(71)2111 
札幌市北9条西 9丁目{

内線

札幌市豊平 5条 13丁目

上川郡新得町

十勝克守足寄地区農業改良普及斯

北大農学部利崎山

静内地区農業改良普及所勇崎山

北大農学部

治

勉

政'崎

井

山

安

林業試験場北海道恥さを場蔵長山横

道立新得畜産試験場芳日昭米内山

岩見沢市北5条西5丁目ホクレン岩見沢支所清森米

滝川市東滝川

札幌市北3条西 7丁目
酪農研修センター内 T. (25) 2 890 

帯広市稲田町 T. 9 1 1 1 

A
斗

凋
斗

レビ
5

4
十

2
一
一
一
(

目
T
丁λ斗西条つι

'ド
L
4
ィ市

ヨ
治

'
時
H
H吋
a

e

方・

標津郡中標津町

標津君日標津町字川北

江別市西野幌 582 

T_ 2541 

言十 348名

江別市西野幌 582

キ躍克す標津地区農業改良普及所

道立滝川|畜産試験場紀裕田米

北海道酪農開発事業団稔回士
口

帯広畜産大堂人員U回士
口

日本配合飼料株式会社忠回古
口

道立根到11農業試験場悟回土
口

工村芳

酪農坐園大主主亮浅湯

酪農学園大主主玉孝佐遊
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J 

賛

団 体

株 会

業

名

旭 油 1旨 式

日 丸 産の

北海道ホノレスタイン農業協同組合

北海道糧食株式会社

ホクレン農業協同組合連合会

木村器械庖

北原電牧株式会社

明治乳業株式会社札幌工場

三井農林株式会社斜里事業所

森永乳業株式会社北海道酪農事務所

日本配合飼料株式会社小樽工場

日本化単飼料株式会社

日本夢産工業株式会社小樽工場

日 本 製 粉 株 式 会 社

日 優 薬 口ロ口 株 式 会 社

酪 農 振 興 株 式 会 社

雪 印 乳 業 株 式 会 社

雪印食品工業株式会社

ε三pヨ 印 種 首 株 式 会 社

助

社

社

ム
ヱミ 員

所在

旭川|市東旭川町

札幌市北 15条西5丁 e2 0 

札幌市北 1条西 1丁目 2番地

小樽市手宮町4丁E!1 0 

札幌市北 4条西 1丁目

札幌市北5条西2丁目 T. (22) 824 7 

地

札幌市北 19条東 4丁目

札幌市東札幌 1条 3丁目 4

北海道斜里郡斜里町字三井

札幌市北2条西 4丁目 三井ピノレ

小樽市堺町8番地

函館7右浅野町 f番地

小樽rr.南浜町 7丁目

小樽市南高島町日本製粉工務課

札幌市南 6条西 11丁目

札幌市北 8条東 18丁目 13 

札幌市首穂町 36番地

札幌市苗穏町 36番地

札幌市美園 2条 1丁目

(言十 1. 9団体〉

f 
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日本畜産学会北海道支部細則

第 1 条 本支部は日:本音産単会北海道支部と称し、事務所を北海道大単彦主主部畜産学教室K置く白

算 2 条 本支部は畜産K関寸る学術σ壮邑歩す図九併せて北海道に於ける畜産の発展K資する事

を目的とーずる。

第 5 条 e 本支部は正会員、名誉会員、賛助会員をもって構成寸る。

1. 正会員は北海道に在住する日本畜産単会会員と、第 2条の目的(1[賛同寸るものを

云うロ

2. 名誉会員は本支部会に功績のあった者、とし、評議員会の推薦により、総会Uてない

て決定したもので、終身とする白

3. 賛助会員は北海道所在の会社団体とし、評議員会の議す経て決定する白

第 4 条 本支部は下記の事業を行左う白

1. 総会 2. 講演会 3. 研究発表会 4. その他必要左事業

第 5 条 本支部には下記の役員を置〈白

支部長(日本音産単会会員〉 名 副支部長 名

評議員 若干名 幹 事 若干名

第 6 条 支部長は会務付惜し、本支部争代表寸白副支部長は支部長を補佐し、支部長に事故あ

る時はその職務を代理寸る白評議員は本支部の重要事項を審議寸る。幹事は支部長の命

寺受け、会務す処理ーする白

第 7 条 支部長、副支部長及び評議員は、総会忙台いて支部会員中よ bとれ争選ぶ白役員選出(1[

第 8 条

算 9 条

第 10 条

算什条

算 12 条

第 13 条

第 14 条

際して支部長は選考委員争選び、小委員会争構成せしめる白小委員会は次期役員候補者

す推薦し、総会の議す経て決定寸る白幹事は支部長が却会員中より依嘱するロ役員の

任期は2年とし、重任は妨げ在い白但L支部長及び副支部長の重任は 1回限bと寸る。

本支部に顧問争置〈ととが出来る白顧問はヰt海道在住の単識経験者より、総会で推挙寸

る白

総会は毎年 1回関心但し必要左場合には臨時Uてとれを開くととが出来る。

総会では会務を報告し、重要事項について協議する白総会の議長は支部長がとれにあた

るロ

正会員の会費は主額 200円とし、賛助会員の会費は 1日以上とL、 1口の年額は、

1. 0 0 0円と寸忌白名誉会員からは会費す徴収し左いロ

会費す納め左い者及び、会員としての名誉を段損する様左事のあった者は、評議員会の

議す経て除名される白

本支部の事業年度は、 4月1日よ b翌年 5月31日K終る。

本則の変更は、総会の決議によるロ

(昭和 37年 10月2日改正)
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